
(様式第 10) 

信大病総第６１５４号  

平成２８年１０月４日  

  厚生労働大臣 殿 

 

開設者名 国立大学法人 信州大学長 濱田 州博  (印) 

 

信州大学医学部附属病院の業務に関する報告について 

 

 標記について、医療法（昭和 23 年法律第 205 号）第 12 条の 3 第 1 項及び医療法施行規則（昭和 23

年厚生省令第 50 号）第 9 条の 2 の 2 の第 1 項の規定に基づき、平成 27 年度の業務に関して報告しま

す。 

記 

1 開設者の住所及び氏名 

 住   所 〒390-8621 長野県松本市旭３丁目１番１号 

 氏   名  国立大学法人 信州大学 

(注) 開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には

法人の名称を記入すること。 

 

2 名  称 

信州大学医学部附属病院 

 

3 所在の場所 

〒390-8621 
長野県松本市旭３丁目１番１号                電話(0263) 35 － 4600  

 

4 診療科名 

4-1 標榜する診療科名の区分 

1 医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、十六診療科名すべてを標榜 

2 医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、が

ん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以

上の診療科名を標榜 
(注) 上記のいずれかを選択し、番号に○印を付けること。 

 

4-2 標榜している診療科名 

(1)内科 

内科 有 

 内科と組み合わせた診療科名等 

  1 呼吸器・感染症・アレルギー内科    2 循環器内科    3 消化器内科    4 血液内科 

  5 腎臓内科    6 糖尿病・内分泌内科    7 脳神経内科   

 診療実績 
 
 
 
(注) 1 「内科」欄及び「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に

ついて記入すること。 

(注) 2 「リウマチ科」及び「アレルギー科」についても、「内科と組み合わせた診療科等」欄に記

入すること。 

(注) 3 「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療科で

医療を提供している場合に記入すること。 



 

 

(2)外科 

外科 無 

 外科と組み合わせた診療科名 

  1 消化器外科    2 移植外科    3 小児外科    4 乳腺・内分泌外科    5 心臓血管外科 

  6 呼吸器外科    7 形成外科 

 診療実績 
 
 
 
(注) 1 「外科」欄及び「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名につ

いて記入すること。 

(注) 2 「診療実績」欄については、医療法施行規則第六条の四第三項の規定により、他の診療科で

医療を提供している場合に記入すること。 

 

(3)その他の標榜していることが求められる診療科名 

 1精神科  2小児科  3整形外科  4脳神経外科  5皮膚科  6泌尿器科  7産婦人科

  8産科    9婦人科  10眼科    11耳鼻咽喉科  12放射線科  13放射線診断科   
14放射線治療科  15麻酔科  16救急科 

(注） 標榜している診療科名の番号に〇印を付けること。 

 

(4)歯科 

歯科 無 

歯科と組み合わせた診療科名 

   1 歯科口腔外科 

 歯科の診療体制 
 
 

 
(注) 1 「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名につ

いて記入すること。 

(注) 2 「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜し

ている診療科名として「歯科」を含まない病院については記入すること。 

 

(5)(1)～(4)以外でその他に標榜している診療科名 

  1 リハビリテーション科    2 病理診断科 

(注) 標榜している診療科名について記入すること。 

 

5 病床数 

 精 神     感染症     結 核     療 養     一 般      合 計  

４０床 ０床 ０床 ０床 ６６７床 ７０７床 

 

 

 

 

 

 



 

6 医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数 

（平成２８年１０月１日現在） 

  職  種  常 勤  非常勤  合 計   職  種  員 数   職   種 員 数 

 医  師         301人 170.9人  471.9人  看 護 補 助 者          40人 診療エックス線

技師 

    0人 

 歯 科 医 師         10人  7.4人   17.4人  理 学 療 法 士           17人 臨床 

 

検査 

臨床検査技

師 

   62人 

 薬 剤 師          48人   0人   48.0人  作 業 療 法 士            11人 衛生検査技

師 

    0人 

 保 健 師          0人   0人     0人  視 能 訓 練 士            7人 そ の 他           0人 

 助 産 師         60人  1.6人   61.6人  義 肢 装 具 士            0人 あん摩マッサージ指圧師     0人 

 看 護 師         656人 9.5人  665.5人  臨 床 工 学 士  12人 医療社会事業従

事者 

   9人 

 准 看 護 師          2人   0人    2.0人  栄  養  士             0人 その他の技術員          45人 

 歯科衛生士      5人   0人    5.0人  歯 科 技 工 士           2人 事 務 職 員          184人 

 管理栄養士      6人  0.5人    6.5人  診療放射線技師     37人 その他の職員           28人 

(注) 1 報告書を提出する年度の 10 月１日現在の員数を記入すること。 

    2 栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。 

     3 「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した      

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 2 位を切り捨て、小数点以下 1 位まで算出して記入

すること。それ以外の欄には、それぞれの員数の単純合計員数を記入すること。 

 

7  専門の医師数 （後日、連絡します）             （平成２８年９月１日現在） 

専門医名 人 数 専門医名 人 数 

総合内科専門医 ４０人 眼 科 専 門 医 １４人 

外 科 専 門 医 ３１人 耳鼻咽喉科専門医 １８人 

精 神 科 専 門 医 １１人 放射線科専門医 ３１人 

小 児 科 専 門 医 ３４人 脳神経外科専門医 １４人 

皮 膚 科 専 門 医 １８人 整形外科専門医 ３２人 

泌尿器科専門医 ９人 麻 酔 科 専 門 医 １０人 

産婦人科専門医 １３人 救 急 科 専 門 医 １６人 

  合 計 ２９１人 

 (注) 人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した       

員数と常勤の者の員数の合計を小数点以下 1 位を切り捨て、整数で算出して記入すること。 

 

8 管理者の医療に係る安全管理の業務の経験 

管理者名（本郷 一博） 任命年月日 平成 26 年 4 月 1 日 

平成 20 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日：医療安全管理室長 

 

 

 

 

 

  



9 前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数 

  歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数 

   歯 科 等 以 外   歯 科 等   合   計 

 １日当たり平均入院患者数       570.1人          10.2人           580.3人 

 １日当たり平均外来患者数             1457.2人          69.4人          1526.6人 

 １日当たり平均調剤数             900.4 剤  
必要医師数 145 人  

必要歯科医師数 2 人  
必要薬剤師数 20 人  

必要（准）看護師数 342 人  
（注)1 「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯 

科等以外」欄にはそれ以外の診療料を受診した患者数を記入すること。 

  2 入院患者数は、年間の各科別の入院患者延数(毎日の 24 時現在の在院患者数の合計)を暦日 

で除した数を記入すること。 

  3 外来患者数は、年間の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除し 

た数を記入すること。 

  4 調剤数は、年間の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数 

を記入すること。 

     5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法

施行規則第二十二条の二の算定式に基づき算出すること。 

 

10 施設の構造設備 

 施 設 名  床面積  主要構造       設    備    概    要 

集中治療室 

 

 

 371 m 2 

 

 

鉄筋コン

クリート 

 

   病 床 数 10 床  心  電  計  有 

   人工呼吸装置  有  心細動除去装置  有 

   その他の救急蘇生装置  有  ペースメーカー  有 

無菌病室等 

 

［固定式の場合］ 床面積    357m 2      病床数   28   床 

［移動式の場合］ 台 数     6台 

医 薬 品 

情報管理室 

［専用室の場合］ 床  積   116m 2 

［共用室の場合］ 共用する室名 服薬指導室 

化学検査室  508  m 2 鉄筋コン

クリート 

  （主な設備）全自動マイクロプレートEIA分析装置 

細菌検査室  128  m 2   〃   （主な設備）Anoxomat MarkⅡ（細菌診断装置） 

病理検査室  232  m 2 〃   （主な設備）凍結組織切片作製装置 

病理解剖室  145  m 2 〃   （主な設備）写真撮影器具 

研 究 室  241  m 2 〃   （主な設備）なし 

講 義 室  949  m 2 〃    室数   10  室  収容定員        404  人 

図 書 室   88  m 2 〃    室数    1    室  蔵 書 数    6,500 冊程度 

(注) 1 主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。 

  2 主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。 

  



11 紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値 

算 定 期 間 平成27年4月1日～平成28年3月31日 

紹 介 率 77.4％ 逆 紹 介 率  52.4 ％ 
算

出

根

拠 

Ａ：紹 介 患 者 の 数                                                      12217 人 
Ｂ：他の病院又は診療所に紹介した患者の数                                    9251 人 

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数                                    1442 人 

Ｄ：初 診 の 患 者 の 数                                                      17643 人 

(注) 1 「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入する

こと。 

2  「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に 100 を乗じて小数点以下第 1 位まで記入すること。 

3 Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。 

 

12 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注） 

※経過措置の適用により、様式８「医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画につい

て」を参照」 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

    有・無  

    有・無  

    有・無  

    有・無  

    有・無  

    有・無  

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

 

13 監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況 

※経過措置の適用により、様式８「医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画につい

て」を参照」 

委員名簿の公表の有無 有・無 

委員の選定理由の公表の有無 有・無 

公表の方法 

 

 

 

 



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人　

0人　

73人　

0人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

骨髄細胞移植による血管新生療法

神経変性疾患の遺伝子診断

樹状細胞及び腫瘍抗原ペプチドを用いたがんワクチン療法

ＩＬ28Ｂの遺伝子診断によるインターフェロン治療効果の予測評価

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

0人　

1人　

1人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

人　

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

術後のホルモン療法及びＳ－１内服投与の併用療法

ペメトレキセド静脈内投与及びシスプラチン静脈内投与の併用療法　肺がん（扁平上皮肺がん及び小細胞
肺がんを除き、病理学的見地から完全に切除されたと判断されるものに限る。）

コレステロール塞栓症に対する血液浄化療法

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 CTガイド下気管支鏡検査 取扱患者数 38人

当該医療技術の概要

医療技術名 超音波気管支鏡ガイド下針生検 取扱患者数 40人

当該医療技術の概要

医療技術名 膵石症に対するESWL（体外衝撃波結石破砕術） 取扱患者数 30人

当該医療技術の概要

医療技術名
全身性ALアミロイドーシスに対する化学療法（自己末梢血幹細胞移植併用
大量化学療法を含む）

取扱患者数 15人

当該医療技術の概要

医療技術名 エキシマレーザーを用いた心内リード抜去術 取扱患者数 15人

当該医療技術の概要

医療技術名 血管奇形に対する画像誘導下経皮的硬化療法 取扱患者数 11人

当該医療技術の概要

医療技術名 生体肝移植 取扱患者数 2人

当該医療技術の概要

医療技術名 脳死肝移植 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

医療技術名 心筋症に対する補助人工心臓 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

皮膚や筋肉、軟部組織における血管奇形に対して、CT等下に病変を穿刺。硬化剤として無水エタノールを注入する治療で
ある。

肝臓は非常に複雑な機能を持っており、腎臓の悪い患者に対する透析のように機械での代替は難しく、肝臓本来の機能が
低下していけば患者はいずれ死亡してしまう。肝移植は、患者の機能を失ったあるいは低下した肝臓を健康な肝臓と交換
することにより、患者の命を救うことができる。生体肝移植は、生体ドナーから肝臓の一部を提供してもらい、患者に肝移植を
行う。

高度の医療の提供の実績

CTの普及により、胸部X線では発見不可能な淡くて小型の肺病変が増えてきている。X線透視下による気管支鏡検査は困
難であり、CT撮影下に気管支鏡生検を行う検査である。

気管支鏡と超音波が一体となった内視鏡で気管・気管支周辺の病変に対してリアルタイムに針生検を可能とした手技。

　膵石はその性状から内視鏡的な破砕が困難であり、除去に難渋する症例が多い。ESWLは比較的安全に砕石が可能であ
り、当科での主膵管内結石除去成功率は７０％と有効な治療法の一つである。ESWLの有効性の評価とより有効な治療法
（ESWLの使用法・他治療との組み合わせなど）の検討のため、対象症例の治療とデータの蓄積・検討を進めている。

全身性ALアミロイドーシスの原因である骨髄中の異常形質細胞を標的とした化学療法であり、2001年に本邦においては当
科で先駆的に開始され、以後も継続的に行い、本邦をリードしている。

ペースメーカーやICDを植え込んだ後、感染症の合併により植え込んだリードを抜去する必要がある場合がある。これまでは
リードの抜去に開心術が必要で患者の負担が大であったが、エキシマレーザーを用いることにより開心術を行うことなくリード
抜去を実施している。

肝臓は非常に複雑な機能を持っており、腎臓の悪い患者に対する透析のように機械での代替は難しく、肝臓本来の機能が
低下していけば患者はいずれ死亡してしまう。肝移植は、患者の機能を失ったあるいは低下した肝臓を健康な肝臓と交換
することにより、患者の命を救うことができる。脳死肝移植は、脳死者から提供された肝臓を移植する。

心筋症における末期心不全において補助人工心臓を用いて補助を行う。

（様式第2）（様式第2）（様式第2）



医療技術名 ロボット支援下肺葉切除術 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

医療技術名 ロボット支援下胸腺摘徐術 取扱患者数 4人

当該医療技術の概要

医療技術名 脳幹部病変の外科治療 取扱患者数 5人

当該医療技術の概要

医療技術名 バルベルト緑内障インプラント手術 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

難治性緑内障に対する眼圧降下手術

医療技術名 Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ａｃｏｕｓtic　Stimulation 取扱患者数 3人

当該医療技術の概要

低音部の残存聴力を活用可能な新しいコンセプトの人工内耳（残存聴力活用型人工内耳）

医療技術名 ロボット補助下子宮全摘術 取扱患者数 4人

当該医療技術の概要

医療技術名 運動誘発電位測定 取扱患者数 40人

当該医療技術の概要

医療技術名 反回神経機能測定 取扱患者数 42人

当該医療技術の概要

医療技術名 脊髄刺激電極 取扱患者数 4人

当該医療技術の概要

医療技術名 Racz カテーテル硬膜外神経根形成術 取扱患者数 18人

当該医療技術の概要

医療技術名 心停止に対する体外式心肺補助（ECPR）法 取扱患者数 18人

当該医療技術の概要

医療技術名 低酸素性重症呼吸不全に対する一酸化窒素吸入療法 取扱患者数 2人

当該医療技術の概要

医療技術名 体外式補助人工心臓（VAD） 取扱患者数 2人

当該医療技術の概要

ロボット支援（ダヴィンチ）を用いた肺癌に対する肺葉切除術

ロボット支援（ダヴィンチ）を用いた前縦隔腫瘍（重症筋無力症を含む）に対する胸腺摘徐術

頭蓋底外科技術を用い、脳幹病変の摘出行う

ダ・ヴィンチを用いた子宮全摘術

　胸腹部大動脈瘤手術は、術中・術後に脊髄梗塞が生じ、下肢麻痺になることがある。術後の下肢麻痺を防止するために、
術中に運動誘発電位を測定し、脊髄運動路の機能を持続的に評価する。

　甲状腺手術時には、手術操作により反回神経が損傷し、声帯麻痺による嗄声や呼吸困難が生じることがある。術中の反回
神経損傷の早期検出のために、大脳皮質運動野を刺激し、声帯の運動を評価する。

　通常の治療にて対応が難しい、難治性の腰下肢痛、上肢痛に対して施行する。脊髄硬膜外腔に入れた電極から、脊髄神
経を電気刺激することで、除痛を図る方法である。

　通常の治療で対応困難な神経根症に対して施行する。透視下に、癒着した神経近傍にカテーテルを進め、薬液を集中投
与することにより、化学・機械的に癒着剥離を行う方法である。

心停止患者で通常の心肺蘇生法にて蘇生不可能な症例に対して人工心肺装置を用い体外循環にて循環及び呼吸管理を
行う。

低酸素性重症呼吸不全に微量の一酸化窒素（NO）吸入を行う方法である。NO濃度は1～20ppm程度である。

心不全に対する心移植までのブリッジング治療



医療技術名 超音波内視鏡下膵嚢胞ドレナージ術 取扱患者数 2人

当該医療技術の概要

医療技術名 内視鏡的膵嚢胞壊死組織除去術 取扱患者数 1人

当該医療技術の概要

医療技術名 マイクロアレイ染色体検査 取扱患者数 90人

当該医療技術の概要

医療技術名 自閉症の次世代シークエンス解析 取扱患者数 20人

当該医療技術の概要

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

超音波内視鏡下に経胃的に膵嚢胞を穿刺し、ドレナージチューブを留置する。

経胃膵嚢胞ドレナージチューブ刺入部を拡張し、同部より膵嚢胞内へ内視鏡を挿入して、膵嚢胞内の壊死物質を除去す
る。

マイクロアレイを用いて染色体微細構造の変化を解析し、患者DNAにおけるコピー数の変化を解析する

自閉症患者を対象に、次世代シークエンサーを用いて、自閉症関連の80種の遺伝子解析を行っている。

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 4 56 ベーチェット病 0
2 筋萎縮性側索硬化症 27 57 特発性拡張型心筋症 0
3 脊髄性筋萎縮症 0 58 肥大型心筋症 1
4 原発性側索硬化症 4 59 拘束型心筋症 15
5 進行性核上性麻痺 0 60 再生不良性貧血 0
6 パーキンソン病 4 61 自己免疫性溶血性貧血 0
7 大脳皮質基底核変性症 0 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 88
8 ハンチントン病 0 63 特発性血小板減少性紫斑病 1
9 神経有棘赤血球症 49 64 血栓性血小板減少性紫斑病 0
10 シャルコー・マリー・トゥース病 48 65 原発性免疫不全症候群 0
11 重症筋無力症 27 66 IgＡ 腎症 0
12 先天性筋無力症候群 0 67 多発性嚢胞腎 6
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 0 68 黄色靱帯骨化症 2

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運

動ニューロパチー
0 69 後縦靱帯骨化症 6

15 封入体筋炎 0 70 広範脊柱管狭窄症 18
16 クロウ・深瀬症候群 0 71 特発性大腿骨頭壊死症 0
17 多系統萎縮症 0 72 下垂体性ADH分泌異常症 0
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 0 73 下垂体性TSH分泌亢進症 1
19 ライソゾーム病 0 74 下垂体性PRL分泌亢進症 0
20 副腎白質ジストロフィー 0 75 クッシング病 0
21 ミトコンドリア病 0 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 0
22 もやもや病 0 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 0
23 プリオン病 0 78 下垂体前葉機能低下症 149
24 亜急性硬化性全脳炎 0 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 0
25 進行性多巣性白質脳症 0 80 甲状腺ホルモン不応症 0
26 HTLV-1関連脊髄症 0 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 0
27 特発性基底核石灰化症 0 82 先天性副腎低形成症 0
28 全身性アミロイドーシス 0 83 アジソン病 0
29 ウルリッヒ病 0 84 サルコイドーシス 31
30 遠位型ミオパチー 0 85 特発性間質性肺炎 0
31 ベスレムミオパチー 0 86 肺動脈性肺高血圧症 16
32 自己貪食空胞性ミオパチー 0 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 0
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 0 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 2
34 神経線維腫症 0 89 リンパ脈管筋腫症 12
35 天疱瘡 0 90 網膜色素変性症 1
36 表皮水疱症 0 91 バッド・キアリ症候群 0
37 膿疱性乾癬（汎発型） 0 92 特発性門脈圧亢進症 18
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 0 93 原発性胆汁性肝硬変 0
39 中毒性表皮壊死症 0 94 原発性硬化性胆管炎 0
40 高安動脈炎 0 95 自己免疫性肝炎 18
41 巨細胞性動脈炎 0 96 クローン病 0
42 結節性多発動脈炎 1 97 潰瘍性大腸炎 23
43 顕微鏡的多発血管炎 0 98 好酸球性消化管疾患 0
44 多発血管炎性肉芽腫症 1 99 慢性特発性偽性腸閉塞症 12
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 0 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症 0
46 悪性関節リウマチ 81 101 腸管神経節細胞僅少症 8
47 バージャー病 0 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群 0
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 0 103 CFC症候群 11
49 全身性エリテマトーデス 0 104 コステロ症候群 0
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 5 105 チャージ症候群 0
51 全身性強皮症 60 106 クリオピリン関連周期熱症候群 0
52 混合性結合組織病 0 107 全身型若年性特発性関節炎 0
53 シェーグレン症候群 0 108 TNF受容体関連周期性症候群 230
54 成人スチル病 0 109 非典型溶血性尿毒症症候群 0
55 再発性多発軟骨炎 31 110 ブラウ症候群 0

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
111 先天性ミオパチー 1 161 家族性良性慢性天疱瘡 0
112 マリネスコ・シェーグレン症候群 1 162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 24
113 筋ジストロフィー 0 163 特発性後天性全身性無汗症 0
114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 0 164 眼皮膚白皮症 0
115 遺伝性周期性四肢麻痺 0 165 肥厚性皮膚骨膜症 0
116 アトピー性脊髄炎 0 166 弾性線維性仮性黄色腫 0
117 脊髄空洞症 0 167 マルファン症候群 1
118 脊髄髄膜瘤 0 168 エーラス・ダンロス症候群 15
119 アイザックス症候群 0 169 メンケス病 14
120 遺伝性ジストニア 90 170 オクシピタル・ホーン症候群 0
121 神経フェリチン症 0 171 ウィルソン病 0
122 脳表ヘモジデリン沈着症 0 172 低ホスファターゼ症 0

123
禿頭と変形性脊椎症を伴う常染色体劣性

白質脳症
0 173 VATER症候群 0

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優

性脳動脈症
79 174 那須・ハコラ病 0

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性び

まん性白質脳症
0 175 ウィーバー症候群 0

126 ペリー症候群 0 176 コフィン・ローリー症候群 0
127 前頭側頭葉変性症 0 177 有馬症候群 0
128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 0 178 モワット・ウィルソン症候群 0
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 48 179 ウィリアムズ症候群 0
130 先天性無痛無汗症 0 180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 8
131 アレキサンダー病 0 181 クルーゾン症候群 7
132 先天性核上性球麻痺 6 182 アペール症候群 0
133 メビウス症候群 0 183 ファイファー症候群 0
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 0 184 アントレー・ビクスラー症候群 0
135 アイカルディ症候群 0 185 コフィン・シリス症候群 0
136 片側巨脳症 0 186 ロスムンド・トムソン症候群 13
137 限局性皮質異形成 0 187 歌舞伎症候群 55
138 神経細胞移動異常症 0 188 多脾症候群 0
139 先天性大脳白質形成不全症 0 189 無脾症候群 0
140 ドラベ症候群 0 190 鰓耳腎症候群 0
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 0 191 ウェルナー症候群 0
142 ミオクロニー欠神てんかん 0 192 コケイン症候群 0
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 0 193 プラダー・ウィリ症候群 0
144 レノックス・ガストー症候群 2 194 ソトス症候群 13
145 ウエスト症候群 0 195 ヌーナン症候群 0
146 大田原症候群 1 196 ヤング・シンプソン症候群 53
147 早期ミオクロニー脳症 78 197 １p36欠失症候群 0
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 0 198 ４p欠失症候群 0
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 0 199 ５p欠失症候群 6
150 環状20番染色体症候群 0 200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 0
151 ラスムッセン脳炎 44 201 アンジェルマン症候群 20
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 0 202 スミス・マギニス症候群 3
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 0 203 22q11.2欠失症候群 0

154
徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん

性脳症
0 204 エマヌエル症候群 28

155 ランドウ・クレフナー症候群 16 205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 65
156 レット症候群 0 206 脆弱X症候群 0
157 スタージ・ウェーバー症候群 43 207 総動脈幹遺残症 0
158 結節性硬化症 0 208 修正大血管転位症 0
159 色素性乾皮症 0 209 完全大血管転位症 0
160 先天性魚鱗癬 0 210 単心室症 0



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数

211 左心低形成症候群 0 259
レシチンコレステロールアシルトランスフェ

ラーゼ欠損症
0

212 三尖弁閉鎖症 90 260 シトステロール血症 0
213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症 0 261 タンジール病 0
214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 0 262 原発性高カイロミクロン血症 0
215 ファロー四徴症 0 263 脳腱黄色腫症 0
216 両大血管右室起始症 0 264 無βリポタンパク血症 1
217 エプスタイン病 38 265 脂肪萎縮症 0
218 アルポート症候群 0 266 家族性地中海熱 0
219 ギャロウェイ・モワト症候群 0 267 高ＩｇＤ症候群 0
220 急速進行性糸球体腎炎 11 268 中條・西村症候群 0

221 抗糸球体基底膜腎炎 0 269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アク

ネ症候群
0

222 一次性ネフローゼ症候群 12 270 慢性再発性多発性骨髄炎 0
223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 4 271 強直性脊椎炎 0
224 紫斑病性腎炎 16 272 進行性骨化性線維異形成症 0
225 先天性腎性尿崩症 0 273 肋骨異常を伴う先天性側弯症 0
226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 0 274 骨形成不全症 0
227 オスラー病 0 275 タナトフォリック骨異形成症 0
228 閉塞性細気管支炎 0 276 軟骨無形成症 1
229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 4 277 リンパ管腫症/ゴーハム病 0
230 肺胞低換気症候群 0 278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変） 0

231 α1－アンチトリプシン欠乏症 59 279
巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病

変）
0

232 カーニー複合 2 280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 0
233 ウォルフラム症候群 0 281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 0

234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロ

フィーを除く。）
0 282 先天性赤血球形成異常性貧血 0

235 副甲状腺機能低下症 6 283 後天性赤芽球癆 0
236 偽性副甲状腺機能低下症 2 284 ダイアモンド・ブラックファン貧血 0
237 副腎皮質刺激ホルモン不応症 0 285 ファンコニ貧血 0
238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 0 286 遺伝性鉄芽球性貧血 0
239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 80 287 エプスタイン症候群 0
240 フェニルケトン尿症 3 288 自己免疫性出血病XIII 0
241 高チロシン血症1型 0 289 クロンカイト・カナダ症候群 0
242 高チロシン血症2型 0 290 非特異性多発性小腸潰瘍症 0
243 高チロシン血症3型 0 291 ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸 0
244 メープルシロップ尿症 0 292 総排泄腔外反症 0
245 プロピオン酸血症 0 293 総排泄腔遺残 0
246 メチルマロン酸血症 50 294 先天性横隔膜ヘルニア 4
247 イソ吉草酸血症 50 295 乳幼児肝巨大血管腫 0
248 グルコーストランスポーター1欠損症 29 296 胆道閉鎖症 0
249 グルタル酸血症1型 1 297 アラジール症候群 0
250 グルタル酸血症2型 0 298 遺伝性膵炎 0
251 尿素サイクル異常症 1 299 嚢胞性線維症 0
252 リジン尿性蛋白不耐症 1 300 ＩｇＧ４関連疾患 0
253 先天性葉酸吸収不全 1 301 黄斑ジストロフィー 0
254 ポルフィリン症 0 302 レーベル遺伝性視神経症 0
255 複合カルボキシラーゼ欠損症 0 303 アッシャー症候群 0
256 筋型糖原病 0 304 若年発症型両側性感音難聴 0
257 肝型糖原病 1 305 遅発性内リンパ水腫 0

258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランス

フェラーゼ欠損症
0 306 好酸球性副鼻腔炎 0

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療科）

　・

　・

　・

　・

　・救命救急入院料 　・

　・地域歯科診療支援病院入院加算

　・データ提出加算

　・退院支援加算

　・精神疾患診療体制加算

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・患者サポート体制充実加算

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・特定集中治療室管理料

　・ハイケアユニット入院医療管理料

　・新生児特定集中治療室管理料１

　・新生児治療回復室入院医療管理料

　・小児入院医療管理料4

　・

　・

　・

　・

　・ハイリスク妊娠管理加算

　・ハイリスク分娩管理加算

　・呼吸ケアチーム加算

　・精神科身体合併症管理加算

　・摂食障害入院医療管理加算

　・医療安全対策加算

　・感染防止対策加算

　・医師事務作業補助体制加算

　・急性期看護補助体制加算

　・療養環境加算

　・重症者等療養環境特別加算

　・無菌治療室管理加算

　・緩和ケア診療加算

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・地域歯科診療支援病院歯科初診料

　・歯科外来診療環境体制加算

　・歯科診療特別対応連携加算

　・特定機能病院入院基本料

　・超急性期脳卒中加算

　・診療録管理体制加算

（様式第2）（様式第2）（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療科）

　・ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判
定）

　・補助人工心臓

　・検体検査管理加算（Ⅰ） 　・植込型補助人工心臓（非拍動流型）

　・在宅植込型補助人工心臓（非拍動流型）指導管理料
　・植込型除細動器移植術、植込型除細動器交換術及び経
静脈電極抜去術

　・遺伝学的検査 　・大動脈ﾊﾞﾙｰﾝﾊﾟﾝﾋﾟﾝｸﾞ法（IABP法）

　・持続血糖測定器加算
　・両室ﾍﾟｰｼﾝｸﾞ機能付き植込型除細動器移植術及び両室
ﾍﾟｰｼﾝｸﾞ機能付き植込型除細動器交換術

　・医療機器安全管理料２ 　・経皮的中隔心筋焼灼術

　・歯科治療総合医療管理料（Ⅰ）及び（Ⅱ） 　・両心室ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ移植術及び両心室ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ交換術

　・医療機器安全管理料（歯科） 　・ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ移植術及びﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ交換術

　・薬剤管理指導料
　・乳腺悪性腫瘍手術（乳頭乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清
を伴わないもの）及び乳頭乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を
伴うもの））

　・医療機器安全管理料１ 　・磁気ナビゲーション加算

　・検査・画像情報提供加算及び電子的診療情報評価料 　・経皮的冠動脈形成術（特殊ｶﾃｰﾃﾙによるもの）

　・ハイリスク妊産婦共同管理料（Ⅰ）
　・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科診療以外
の診療に係るものに限る。）、下顎骨形成術（骨移動を伴う場
合に限る。）（歯科診療以外の診療に係るものに限る。）

　・肝炎インターフェロン治療計画料
　・乳腺悪性腫瘍手術（乳がんセンチネルリンパ節加算1及び
又は乳がんセンチネルリンパ節加算3を算定する場合に限
る。）

　・がん治療連携計画策定料
　・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）（歯科診療に係
るものに限る。）、下顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る。）
（歯科診療に係るものに限る。）

　・院内トリアージ実施料 　・網膜再建術

　・ ニコチン依存症管理料 　・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）

　・外来放射線照射診療料
　・人工内耳植込術、植込型骨導補聴器移植術及び植込型
骨導補聴器交換術

　・がん患者指導管理料
　・脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）及び脳
刺激装置交換術、脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置
交換術

　・外来緩和ケア管理料
　・治療的角膜切除術（エキシマレーザーによるもの（角膜ジ
ストロフィー又は帯状角膜変性に係るものに限る。））

　・糖尿病透析予防指導管理料
　・網膜付着組織を含む硝子体切除術（眼内内視鏡を用いる
もの）

　・移植後患者指導管理料
　・緑内障手術(緑内障治療用インプラント挿入術（プレートの
あるもの））

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・高度難聴指導管理料
　・組織拡張器による再建手術（一連につき）（乳房（再建手
術）の場合に限る。）

　・糖尿病合併症管理料
　・骨移植術（軟膏移植術を含む。）(自家培養軟骨移植術に
限る。）

　・がん性疼痛緩和指導管理料 　・頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うものに限る。）

高度の医療の提供の実績

（様式第2）（様式第2）（様式第2）



　・遺伝カウンセリング加算 　・体外衝撃波胆石破砕術

　・検体検査管理加算（Ⅳ）
　・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以
上）を伴うものに限る。）

　・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 　・腹腔鏡下肝切除術

　・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト 　・生体部分肝移植術

　・胎児心エコー法 　・同種死体肝移植術

　・ヘッドアップティルト試験 　・体外衝撃波膵石破砕術

　・人工膵臓検査 　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

　・皮下連続式グルコース測定 　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

　・神経学的検査 　・体外衝撃波腎・尿管結石破砕術

　・補聴器適合検査 　・同種死体腎移植術

　・ロービジョン検査判断料 　・生体腎移植術

　・コンタクトレンズ検査料 　・膀胱水圧拡張術

　・小児食物アレルギー負荷検査 　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

　・内服・点滴誘発試験 　・腹腔鏡下小切開膀胱悪性腫瘍手術

　・センチネルリンパ節生検（片側） 　・人工尿道括約筋植込・置換術

　・ＣＴ透視下気管支鏡検査加算
　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

　・画像診断管理加算１ 　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）

　・画像診断管理加算２ 　・医科点数表第2章第10部手術の通則の16に掲げる手術

　・ポジトロン断層撮影、ポジトロン断層・コンピュータ断層複合
撮影

　・輸血管理料Ⅰ

　・CT撮影及びMRI撮影 　・貯血式自己血輸血管理体制加算

　・冠動脈ＣＴ撮影加算 　・自己生体組織接着剤作成術

　・外傷全身ＣＴ加算 　・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

　・心臓ＭＲＩ撮影加算 　・胃瘻造設時嚥下機能評価加算

　・抗悪性腫瘍剤処方管理加算 　・歯周組織再生誘導手術

　・外来化学療法加算１ 　・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

　・無菌製剤処理料 　・麻酔管理料(Ⅰ)

　・心大血管疾患ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ） 　・麻酔管理料（Ⅱ）

　・脳血管疾患等ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ） 　・放射線治療専任加算

　・運動器ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ） 　・外来放射線治療加算

　・呼吸器ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ料（Ⅰ） 　・高ｴﾈﾙｷﾞｰ放射線治療

　・がん患者リハビリテーション料 　・１回線量増加加算



　・歯科口腔リハビリテーション料2 　・強度変調放射線治療（IMRT)

　・通院・在宅精神療法 　・画像誘導放射線治療加算

　・精神科作業療法 　・体外照射呼吸性移動対策加算

　・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失
調症治療指導管理料に限る。）

　・定位放射線治療

　・医療保護入院等診療料 　・定位放射線治療呼吸性移動対策加算

　・ｴﾀﾉｰﾙの局所注入（甲状腺に対するもの） 　・保険医療機関間の連携による病理診断

　・ｴﾀﾉｰﾙの局所注入（副甲状腺に対するもの） 　・ﾃﾚﾊﾟｿﾛｼﾞｰによる術中迅速病理組織標本作製

　・皮膚悪性腫瘍切除術（悪性黒色腫センチネルリンパ節加
算を算定する場合に限る。）

　・顎口腔機能診断料（顎変形症（顎離断等の手術を必要と
するものに限る。）の手術前後における歯科矯正に係るもの）

　・人工膵臓療法 　・ﾃﾚﾊﾟｿﾛｼﾞｰによる術中迅速細胞診

　・CAD/CAM冠 　・病理診断管理加算

　・歯科技工加算 　・クラウン・ブリッジ維持管理料



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

②．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

週１回の検討会…７件
２ヶ月に１回の検討会…２件

剖　検　の　状　況

　・

　・

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

剖検症例数　25　例　　　／　　剖検率     7.2　%

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

急性痛は慢性痛化するか：遷延性術
後痛のメカニズム 川真田　樹人

医学部

Neurexinの結合特異性を操作したマ
ウスを用いた自閉症の分子経路の解
明

田渕　克彦 5,720,000

Neurexinの結合特異性を操作したマ
ウスを用いた自閉症の分子経路の解
明

運動＋乳製品摂取の生活習慣病・熱
中症予防効果：遠隔型大規模研究体
制の確立

能勢　博 20,930,000

バイオインフォマティクスを用いた
Nav1.7阻害剤の創薬による新たな鎮
痛戦略

川真田　樹人 11,050,000

バイオメディカル研究所

田渕　克彦 2,000,000

日本学術振興会

生理学 科学研究費補助金

子宮内膜癌における新規癌遺伝子
lipocalin2を標的とした治療法の開発 宮本　強

医学部附属病院
4,680,000

日本学術振興会

産科婦人科 科学研究費補助金

サイクリンAを標的とした子宮内膜癌
治療薬の開発：新規化合物の機能解
析と改良

塩沢　丹里
医学部

5,460,000
日本学術振興会

産科婦人科学 科学研究費補助金

伝播現象から見たアミロイドーシスの
実験病理学的把握と予防・治療法の
開発

樋口　京一
大学院医学系研究科

5,200,000
日本学術振興会

分子細胞制御学部門　加
齢生物学教室

科学研究費補助金

次世代遺伝子改変技術を応用した炎
症性腸疾患におけるR2・R3の機能連
関の解明

桜井　敬之
大学院医学系研究科

7,020,000
日本学術振興会

個体機能制御学部門　循
環病態学教室

科学研究費補助金

移植免疫寛容霊長類モデルにおける
iPS細胞を用いた心筋再生療法の開
発

柴　祐司
医学部附属病院

5,330,000
日本学術振興会

循環器内科 科学研究費補助金

臓器間連携と恒常性を司る、新しい生
体内情報制御システムの解明と応用
展開

新藤　隆行
大学院医学系研究科

5,330,000
日本学術振興会

個体機能制御学部門　循
環病態学教室

科学研究費補助金

新規ペプチドを用いた胆管癌治療法
の開発 宮川　眞一

医学部
3,120,000

日本学術振興会

外科学第一 科学研究費補助金

神経難病患者の移動支援ロボティッ
ク・ウエアの開発 吉田　邦広

医学部

4,940,000
日本学術振興会

神経難病学講座（内科学第
三）

科学研究費補助金

セントラルコマンドと運動習慣の定着
率：環境・遺伝因子の解明 増木　静江

バイオメディカル研究所

7,800,000
日本学術振興会

先端疾患予防学部門（ス
ポーツ医科学教室）

科学研究費補助金

スルホムチンを介する新規胃癌発生メ
カニズムの解明 中山　淳

大学院医学系研究科

6,890,000
日本学術振興会

分子細胞制御学部門　分
子病理学教室

科学研究費補助金

DMDエクソン46-55欠失iPS細胞を用
いたエクソン45スキップ治療の検討 中村　昭則

医学部附属病院
6,890,000

日本学術振興会

難病診療センター（内科（３）） 科学研究費補助金

ゲノム修復とiPS細胞技術を併用した
先天性食細胞異常症に対する遺伝子
治療法の開発

小池　健一
医学部

5,590,000
日本学術振興会

小児医学 科学研究費補助金

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門
補助元又は委託

元
ＣＮＴを応用した高機能生体材料創製
のためのＣＮＴ・生体界面技術の構築
と安全性評価

齋藤　直人
バイオメディカル研究所

3,770,000
日本学術振興会

ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ・生体医工学部門 科学研究費補助金

多能性幹細胞を用いた新規副次肝作
成技術開発―腸管の肝臓化― 佐々木　克典

医学部 日本学術振興会

組織発生学 科学研究費補助金
17,030,000

日本学術振興会

先端疾患予防学部門（ス
ポーツ医科学教室）

科学研究費補助金

医学部 日本学術振興会

科学研究費補助金麻酔蘇生学

遺伝子解析に基づいた難聴発症メカ
ニズムの解明および個別化医療シス
テムの構築

宇佐美　真一
医学部

17,810,000
日本学術振興会

耳鼻咽喉科学 科学研究費補助金

分子細胞生理学 科学研究費補助金

広角映像を用いた自動車運転認知行
動評価の研究 小林　正義

医学部保健学科
390,000

日本学術振興会

作業療法学専攻　基礎作業療法学 科学研究費補助金

75,879

植村　健
医学部

4,160,000
日本学術振興会

分子細胞生理学

日本学術振興会

麻酔蘇生学 科学研究費補助金

医学部 日本学術振興会

科学研究費補助金

LOX-1結合分子群による病的血管機
能誘導メカニズムの解明 沢村　達也

医学部
4,940,000

医学部 日本学術振興会

分子細胞生理学 科学研究費補助金

小脳神経回路網形成の分子基盤の
解明

（様式第3）
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脂質異常症の予防と治療のための短
期軽度カロリー制限と運動処方の分
子メカニズム

澤下　仁子
バイオメディカル研究所

970,455
日本学術振興会

神経難病学部門（加齢生物学教室） 科学研究費補助金

認知症を合併した脳卒中患者のＡＤＬ
およびライフスタイルに関する予後調
査

務臺　均
医学部保健学科

390,000
日本学術振興会

作業療法学専攻　基礎作業療法学 科学研究費補助金

小児喘息患者におけるゲノムＤＮＡメ
チル化異常の実態調査 堺　温哉

医学部
674,727

日本学術振興会

衛生学公衆衛生学 科学研究費補助金

ｍＴＯＲ関連細胞生存シグナルの制御
による慢性閉塞性肺疾患発症および
その機序の解明

安尾　将法
医学部附属病院

400,000
日本学術振興会

呼吸器・感染症・アレルギー内科 科学研究費補助金

婦人科悪性腫瘍に対する新規治療法
の開発：子宮平滑筋肉腫の生物学的
応答性の解析

林　琢磨
医学部

790,000
日本学術振興会

免疫制御学 科学研究費補助金

ナノマテリアルに対する特異的受容体
の同定 薄井　雄企

医学部附属病院
780,000

日本学術振興会

整形外科 科学研究費補助金

運動療法によって変動するエピジェネ
ティック分子の網羅的解析と予防医学
の意義

橋本　繁成
医学部

1,300,000
日本学術振興会

分子細胞生理学 科学研究費補助金

ヒト胎児肝細胞を用いた胎児毒性評
価系の構築と分子毒性基盤 山折　大

医学部附属病院
910,000

日本学術振興会

薬剤部 科学研究費補助金

シュワン細胞の膜骨格構造における
蛋白複合体の解析 寺田　信生

医学部保健学科

1,690,000
日本学術振興会

作業療法学専攻　基礎作
業療法学

科学研究費補助金

PPARα活性化による腎実質細胞保
護を目的とした新たな慢性腎臓病治
療法の開発

上條　祐司
医学部附属病院

1,560,000
日本学術振興会

血液浄化療法部（内科（２）） 科学研究費補助金

脂肪細胞におけるAM-RAMP2系の病
態生理学的意義の解明と治療標的へ
の展開

神吉　昭子
大学院医学系研究科

1,690,000
日本学術振興会

個体機能制御学部門　循
環病態学教室

科学研究費補助金

エーラスダンロス症候群・新規病型の
臨床的および分子遺伝学的探索 古庄　知己

医学部附属病院
1,430,000

日本学術振興会

遺伝子診療部 科学研究費補助金

自己免疫性膵炎のDNAメチレーション
異常についての検討 上原　剛

医学部
1,170,000

日本学術振興会

病態解析診断学 科学研究費補助金

先天性トキソプラズマ症に対するex
vivoパルス自己樹状細胞ワクチンの
導入

青才　文江
医学部

1,040,000
日本学術振興会

病理学 科学研究費補助金

共刺激分子による抗腫瘍免疫反応の
機能解析とがんワクチンへの応用 辛　太廣

医学部
1,560,000

日本学術振興会

免疫制御学 科学研究費補助金

血漿および関節液中のシトルリン化
フィブリノゲンおよびその抗体定量法
の確立

寺澤　文子
医学部保健学科

390,000
日本学術振興会

検査技術科学専攻　病因・
病態検査学

科学研究費補助金

続発性不妊、分娩後の月経発来、次
子妊娠希望の背景因子に関する研究 金井　誠

医学部保健学科
780,000

日本学術振興会

看護学専攻　小児・母性看護学 科学研究費補助金

HBe抗原陰性慢性肝炎の病態と発症
予測 田中　榮司

医学部

1,300,000
日本学術振興会

内科学第二 科学研究費補助金

タバコ抽出液によるラット肺気腫モデ
ルにおける薬剤の抑制効果の検討 花岡　正幸

医学部
1,690,000

日本学術振興会

内科学第一 科学研究費補助金

家族内発症頻発地域における筋萎縮
性側索硬化症の網羅的遺伝子解析と
臨床病理学的検討

日根野　晃代
医学部附属病院

910,000
日本学術振興会

内科（３） 科学研究費補助金

FAPにおける低分子薬剤のアミロイド
線維沈着抑制機序の解明と根治治療
への応用

矢崎　正英
バイオメディカル研究所

1,170,000
日本学術振興会

神経難病学部門（内科学第三） 科学研究費補助金

KATP非依存性経路とインクレチン相
互作用によるインスリン分泌機構の解
明

駒津　光久
医学部

1,820,000
日本学術振興会

内科学第四 科学研究費補助金

アレルギー疾患におけるサイトカイン
受容体小胞輸送と受容体遺伝子多型 竹下　敏一

医学部
1,560,000

日本学術振興会

免疫・微生物学 科学研究費補助金

EGFR阻害剤による皮脂腺細胞の変
化と治療薬探索モデルの構築に関す
る研究

宇原　久
医学部

1,300,000
日本学術振興会

皮膚科学 科学研究費補助金

環境化学物質レセプターAhRによる皮
膚炎誘導のメカニズムの解析 小川　英作

医学部
1,430,000

日本学術振興会

皮膚科学 科学研究費補助金

Notchシグナルがメラノーマで果たす
役割の解明と治療への応用 木庭　幸子

医学部附属病院
1,430,000

日本学術振興会

皮膚科 科学研究費補助金

甲状腺未分化癌の分子標的開発に向
けたEpCAMの機能解析 伊藤　研一

医学部

1,300,000

日本学術振興会

外科学第二【乳腺内分泌・
呼吸器外科学部門】

科学研究費補助金
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肝幹細胞を用いたインスリン産生細胞
分化誘導による膵切除後内分泌機能
不全治療戦略

小林　聡
医学部

650,000
日本学術振興会

外科学第一 科学研究費補助金

くも膜下出血後の脳細動脈の機能障
害と攣縮に対するマグネシウムの拡
張作用の解析

村田　貴弘
医学部

390,000
日本学術振興会

脳神経外科学 科学研究費補助金

次世代脳動脈瘤クリップ開発への基
礎研究　-クリップ閉塞された動脈瘤
の変化-

堀内　哲吉
医学部

1,430,000
日本学術振興会

脳神経外科学 科学研究費補助金

カーボンナノチューブによる骨芽細胞
の石灰化促進メカニズムの解明 羽二生　久夫

バイオメディカル研究所
780,000

日本学術振興会

ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ・生体医工学部門 科学研究費補助金

外尿道括約筋筋膜欠損モデルを用い
た細胞シート移植による尿失禁治療
の検討

加藤　晴朗
医学部附属病院

1,430,000
日本学術振興会

泌尿器科 科学研究費補助金

画像解析に基づいたメニエール病患
者の新規診断法の確立と遺伝子解析 福岡　久邦

医学部附属病院
1,560,000

日本学術振興会

耳鼻いんこう科 科学研究費補助金

KCNQ4遺伝子変異による難聴のデー
タベース構築と発症機序に関する研
究

西尾　信哉
医学部

1,560,000
日本学術振興会

耳鼻咽喉科学 科学研究費補助金

嗅覚器及び嗅球の神経細胞数のステ
レオロジーを用いた定量解析 川岸　久太郎

医学部
1,560,000

日本学術振興会

人体構造学 科学研究費補助金

医療的ケアを必要とする子どもの療養
行動獲得支援の評価と普及に向けた
研究

平林　優子
医学部保健学科

2,470,000
日本学術振興会

看護学専攻　小児・母性看護学 科学研究費補助金

伝統食の生理機能顕在化とヒトにおけ
る長期的な機能評価法確立のための
基盤研究

横山　忠幸
医学部

2,860,000
日本学術振興会

メディカル・ヘルスイノベー
ション講座

科学研究費補助金

聴覚刺激の弁別選択によるP300型脳
波応用支援システムの構築 千島　亮

医学部保健学科
1,300,000

日本学術振興会

作業療法学専攻　基礎作業療法学 科学研究費補助金

神経･筋接合に必須のレセプター蛋白
LRP４の脳中枢神経系における役割 棚橋　浩

大学院医学系研究科

1,820,000
日本学術振興会

分子細胞制御学部門　神
経可塑性学教室

科学研究費補助金

インフラマソーム構成分子ASCによる
がん細胞の転移制御機構の解明 藤井　千文

バイオメディカル研究所

1,690,000
日本学術振興会

先端疾患予防学部門（分子
腫瘍学教室）

科学研究費補助金

ヒト暑熱馴化後における皮膚血管拡
張反応亢進のメカニズムの解明 上條　義一郎

バイオメディカル研究所

1,430,000
日本学術振興会

先端疾患予防学部門（ス
ポーツ医科学教室）

科学研究費補助金

新しい血管･リンパ管制御システムに
基づく、癌の革新的な医薬基盤の構
築

新藤　優佳
大学院医学系研究科

1,560,000
日本学術振興会

個体機能制御学部門　循
環病態学教室

科学研究費補助金

前立腺癌の神経周囲浸潤におけるジ
ストログリカン糖鎖の発現意義 下条　久志

医学部
1,560,000

日本学術振興会

病理組織学 科学研究費補助金

国際認証を踏まえたカリキュラム改正
が学生の学力や態度にあたえる影響 森　淳一郎

医学部
650,000

日本学術振興会

医学教育学講座 科学研究費補助金

質量分析によるヒト脂質プロファイル
検査法の構築と臨床応用 日高　宏哉

医学部保健学科

1,300,000
日本学術振興会

検査技術科学専攻　生体
情報検査学

科学研究費補助金

肝硬変を引き起こすフィブリノゲン低
下症の鑑別法の開発と分子生物学的
発症機序解明

奥村　伸生
医学部保健学科

1,820,000
日本学術振興会

検査技術科学専攻　病因・
病態検査学

科学研究費補助金

子宮頸部固有上皮型腺癌、胃腸型腺
癌、前癌病変の病理診断基準と検査
診断法の開発

太田　浩良
医学部保健学科

1,690,000
日本学術振興会

検査技術科学専攻　生体
情報検査学

科学研究費補助金

オフセット印刷工程の生体影響評価
のための疫学調査研究 塚原　照臣

医学部
1,560,000

日本学術振興会

衛生学公衆衛生学 科学研究費補助金

電子カルテ閲覧行為の業務関連度を
示す定量的指標の作成 濱野　英明

医学部附属病院
1,430,000

日本学術振興会

医療情報部（内科（２）） 科学研究費補助金

手術部ビッグデータの解析による合併
症予防と医療費削減のレジームの構
築

浦田　浩一
医学部附属病院

1,170,000
日本学術振興会

手術部（外科（１）） 科学研究費補助金

全エクソンシークエンスによる自己免
疫性肝疾患の原因となる新規遺伝子
の同定

梅村　武司
医学部

2,470,000
日本学術振興会

内科学第二 科学研究費補助金

新規発症した高度左室駆出率低下患
者に対するβ遮断薬治療後の反応の
予測

小山　潤
医学部

1,040,000
日本学術振興会

内科学第五 科学研究費補助金

脂肪組織由来幹細胞を用いた新規血
管新生療法の開発 池田　宇一

医学部
1,560,000

日本学術振興会

内科学第五 科学研究費補助金
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左室駆出率が保持された心不全患者
の予後予測指標としての左心房機能
の役割

元木　博彦
医学部附属病院

1,300,000
日本学術振興会

循環器内科 科学研究費補助金

マイクロアレイおよび次世代シークエ
ンスを用いた知的障害原因遺伝子の
探索

高野　亨子
医学部

1,430,000
日本学術振興会

遺伝医学・予防医学 科学研究費補助金

難治性急性骨髄性白血病に対する
FLT3を標的とした遺伝子改変T細胞
療法の開発

中沢　洋三
医学部附属病院

1,820,000
日本学術振興会

小児科 科学研究費補助金

若年性骨髄単球性白血病の治療層
別化を目指した白血病性幹細胞の網
羅的遺伝子解析

坂下　一夫
医学部附属病院

1,170,000
日本学術振興会

小児科 科学研究費補助金

小児期の慢性消化管炎症から消化器
癌への進展に関与するDNAメチル化
異常の解析

杉山　佳子
（中山佳子）

医学部附属病院
1,820,000

日本学術振興会

小児科 科学研究費補助金

表皮再生におけるNotchシグナルの変
化の解析と治療への応用 奥山　隆平

医学部
1,560,000

日本学術振興会

皮膚科学 科学研究費補助金

血液循環腫瘍DNAを用いたメラノーマ
患者の遺伝子解析 芦田　敦子

医学部
1,430,000

日本学術振興会

皮膚科学 科学研究費補助金

Nrf2経路を活性化した凍結保存膵島
の移植への利用法の確立 増田　雄一

医学部附属病院
1,040,000

日本学術振興会

卒後臨床研修センター 科学研究費補助金

くも膜下出血後の脳血管攣縮に対す
る予防薬・治療薬の可能性 諸　真人

医学部附属病院
2,470,000

日本学術振興会

脳神経外科 科学研究費補助金

思春期特発性側弯症患者に対する後
方矯正固定術に必要なスクリューの
数の最適化

高橋　淳
医学部附属病院

650,000
日本学術振興会

整形外科 科学研究費補助金

開腹術後痛が遷延化する機序と鎮痛
法に関する研究 田中　聡

医学部
1,170,000

日本学術振興会

麻酔蘇生学 科学研究費補助金

中腎管コンピテンス維持における
Fgf9/Sox9発現機構と間葉シグナル動
態

城倉　浩平
医学部

1,300,000
日本学術振興会

組織発生学 科学研究費補助金

自家骨髄幹細胞・脂肪組織由来幹細
胞を利用した細胞シートを用いた下部
尿路再生療法

石塚　修
医学部

1,560,000
日本学術振興会

泌尿器科学 科学研究費補助金

KCNQ4遺伝子変異による高音障害・
皿形難聴発症メカニズムに関する研
究

内藤　武彦
医学部附属病院

1,430,000
日本学術振興会

耳鼻いんこう科 科学研究費補助金

上眼瞼ミュラー筋の構造的特徴と刺
激伝達機能に関する組織化学的研究 杠　俊介

医学部
1,300,000

日本学術振興会

形成再建外科学 科学研究費補助金

腱膜性眼瞼下垂の手術で三叉神経固
有感覚の誘発の減少による睡眠障害
治療効果の研究

松尾　清
医学部

1,040,000
日本学術振興会

形成再建外科学 科学研究費補助金

口腔扁平上皮癌細胞におけるグリ
コーゲン代謝の解明 栗田　浩

医学部
2,340,000

日本学術振興会

歯科口腔外科学 科学研究費補助金

神経難病療養者に対するモバイル電
子端末を用いた在宅チームケアに関
する研究

高橋　宏子
医学部保健学科

3,250,000
日本学術振興会

看護学専攻　広域看護学 科学研究費補助金

微小重力環境が内耳末梢前庭器に及
ぼす影響に関する研究 工　穣

医学部
1,560,000

日本学術振興会

耳鼻咽喉科学 科学研究費補助金

環状オリゴ糖を用いた新しい放射性ヨ
ウ素回収・保持システム開発に向けた
基礎的研究

廣田　昌大
ヒト環境科学研究支援センター

2,730,000
日本学術振興会

放射性同位元素利用部門 科学研究費補助金

ヒト多能性幹細胞におけるMBTファミ
リーの役割 友常　大八郎

バイオメディカル研究所

1,820,000
日本学術振興会

ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ・生体医工学
部門（組織発生学）

科学研究費補助金

嗅覚神経系の３つの階層における
ニューロン総数と嗅覚機能の定量解
析

森泉　哲次
医学部

1,690,000
日本学術振興会

人体構造学 科学研究費補助金

神経変性疾患：特異的異常蛋白はシ
ナプスを越えるのか 小柳　清光

医学部
3,380,000

日本学術振興会

神経難病学講座 科学研究費補助金

PSD局在性核移行タンパク質を介した
シナプス-核シグナリングの解析 鈴木　龍雄

大学院医学系研究科

2,080,000
日本学術振興会

分子細胞制御学部門　神
経可塑性学教室

科学研究費補助金

抗腫瘍性物質の腫瘍内持続的産生を
目指す基盤研究 谷口　俊一郎

バイオメディカル研究所

1,950,000
日本学術振興会

先端疾患予防学部門（分子
腫瘍学教室）

科学研究費補助金

嫌気性菌ベクターを用いた虚血性心
疾患に対する血管新生療法薬剤の開
発

和田　有子
医学部附属病院

1,690,000
日本学術振興会

外科（２） 科学研究費補助金

再生神経線維の髄鞘化誘導による機
能回復効果 福島　菜奈恵

医学部
1,560,000

日本学術振興会

人体構造学 科学研究費補助金
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硫酸化糖脂質の生成・排泄促進によ
る新たな酸化ストレス抑制作用の解
明

中嶌　岳郎
大学院医学系研究科

1,950,000
日本学術振興会

個体機能制御学部門　代
謝制御学教室

科学研究費補助金

RNA-FISH法による１細胞発現解析と
エピジェネティックメカニズムに関する
研究

涌井　敬子
医学部

1,560,000
日本学術振興会

遺伝医学・予防医学 科学研究費補助金

非定型T細胞および自然リンパ球の分
化と機能の転写因子による制御 瀧　伸介

医学部
1,950,000

日本学術振興会

免疫制御学 科学研究費補助金

治験実施のための教育からの視点に
立った研究者教育の検討 松本　和彦

医学部附属病院
1,040,000

日本学術振興会

臨床研究支援センター 科学研究費補助金

劣化ＤＮＡ試料の分析方法の確立と
鑑定精度の向上に関する研究 浅村　英樹

医学部
2,080,000

日本学術振興会

法医学 科学研究費補助金

地域保健のビッグデータ解析による長
野県の長寿の要因と心血管疾患リス
クの解析

伊澤　淳
医学部附属病院

1,560,000
日本学術振興会

循環器内科 科学研究費補助金

IgG4関連呼吸器疾患のBAL液中各種
メディエーターの解析 山本　洋

医学部
1,690,000

日本学術振興会

内科学第一 科学研究費補助金

ATTRアミロイドーシスの早期診断・治
療最適化を可能にするバイオマー
カーの開発

関島　良樹
医学部

1,950,000
日本学術振興会

内科学第三 科学研究費補助金

アグレッシブNK細胞白血病の発症関
連遺伝子異常の同定と新規治療法開
発

石田　文宏
医学部保健学科

2,730,000
日本学術振興会

検査技術科学専攻　病因・
病態検査学

科学研究費補助金

ペニシリン低感受性B群レンサ球菌の
病原性に関わる莢膜多糖体の血清型
変化事象の解明

長野　則之
医学部保健学科

2,990,000
日本学術振興会

検査技術科学専攻　病因・
病態検査学

科学研究費補助金

肝細胞癌診断における高画質高時間
分解能ダイナミックMRIの有用性に関
する研究

藤永　康成
医学部附属病院

1,430,000
日本学術振興会

放射線部 科学研究費補助金

組織幹細胞を用いた胆汁ドレナージ
システムを有する肝様組織構築と術
後肝不全への応用

酒井　宏司
医学部附属病院

2,470,000
日本学術振興会

外科（１） 科学研究費補助金

外耳道内圧脈波による非侵襲的頭蓋
内圧測定法に関する研究 降旗　建治

医学部
2,340,000

日本学術振興会

脳神経外科学 科学研究費補助金

骨に剛性が近く、かつ優れた骨形成
能をもつ頚椎疾患治療用インプラント
器材の開発

伊東　清志
医学部附属病院

1,300,000
日本学術振興会

脳神経外科 科学研究費補助金

術中フリーラン筋電図定量評価と術者
モニタリング間インターフェイスの確立 後藤　哲哉

医学部附属病院
1,560,000

日本学術振興会

脳神経外科 科学研究費補助金

閉経モデルマウスを用いた狭窄性腱
鞘炎の病態解析 内山　茂晴

医学部
1,300,000

日本学術振興会

運動機能学 科学研究費補助金

先天性側弯症発症におけるAGBL5遺
伝子の作用機序解析 中村　幸男

医学部附属病院
1,430,000

日本学術振興会

整形外科 科学研究費補助金

腱細胞培養系を用いた新規マイクロ
RNAの同定と腱細胞分化メカニズム
の解明

林　正徳
医学部

1,300,000
日本学術振興会

運動機能学 科学研究費補助金

局所麻酔薬の神経毒性のメカニズム:
ナノ磁性体を用いた探索研究 石田　高志

医学部附属病院
1,690,000

日本学術振興会

麻酔科蘇生科 科学研究費補助金

難治性排尿障害に対する骨髄由来細
胞積層型スフェロイドシートによる機
能的膀胱の再生

今村　哲也
医学部

1,690,000
日本学術振興会

泌尿器科学 科学研究費補助金

胎児肺成熟新規診断マーカーとして
の母体血中Neuregulin-1の有用性の
研究

大平　哲史
医学部附属病院

1,300,000
日本学術振興会

産科婦人科 科学研究費補助金

婦人科悪性腫瘍に対する新規治療法
の開発：子宮間葉系腫瘍の生物学的
応答性の解析

林　琢磨
医学部

2,210,000
日本学術振興会

免疫制御学 科学研究費補助金

子宮内膜症癌化過程におけるサイトカ
インとミスマッチ修復異常の関与に関
する研究

岡　賢二
医学部附属病院

1,690,000
日本学術振興会

産科婦人科 科学研究費補助金

子宮内膜癌におけるSIRT1機能と
SIRT1阻害薬の効果の検討 浅香　亮一

医学部附属病院
1,300,000

日本学術振興会

分娩部 科学研究費補助金

分葉状子宮頸管腺過形成(LEGH)の
自然史と悪性化に関わる因子の探索 高津　亜希子

医学部附属病院
1,040,000

日本学術振興会

産科婦人科 科学研究費補助金

遺伝子コピー数変化解析による新規
難聴発症メカニズムに関する研究 茂木　英明

医学部附属病院
1,950,000

日本学術振興会

耳鼻いんこう科 科学研究費補助金

ＩｇＧ4関連ミクリッツ病の眼症状の検討
とウイルス検索による原因究明 黒川　徹

医学部附属病院
780,000

日本学術振興会

眼科 科学研究費補助金

自己免疫網膜症の分子解析とバイオ
マーカー探索による新しい診断法の
開発

菊池　孝信
ヒト環境科学研究支援センター

1,560,000
日本学術振興会

機器分析部門 科学研究費補助金
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近赤外線分光法を用いた前頭葉代謝
解析による高齢者の回想想起と想起
刺激の効果の検討

小林　千世
医学部保健学科

650,000
日本学術振興会

看護学専攻　基礎看護学 科学研究費補助金

近赤外線分光法を用いた新生児の哺
乳時における前頭葉酸素代謝と成長
発達に関する解析

市川　元基
医学部保健学科

1,560,000
日本学術振興会

看護学専攻　小児・母性看護学 科学研究費補助金

大学生に対するセクシャリティの発達
と自尊感情向上に向けた教育プログ
ラムの開発

坂口　けさみ
医学部保健学科

910,000
日本学術振興会

看護学専攻　小児・母性看護学 科学研究費補助金

精神科における攻撃性と看護に関す
る研究 下里　誠二

医学部保健学科
520,000

日本学術振興会

看護学専攻　広域看護学 科学研究費補助金

神経難病療養者のスピリチュアルケア
を行うチームケアシステムに関する研
究

栁澤　節子
医学部保健学科

754,730
日本学術振興会

看護学専攻　基礎看護学 科学研究費補助金

変形性膝関節症に伴う足裏感覚の内
外アンバランスが転倒に及ぼす影響
の検討

中村　幸男
医学部附属病院

50,000
日本学術振興会

整形外科 科学研究費補助金

内因性酸化LDL阻害因子の同定とそ
の動脈硬化性疾患制御機構の解明 垣野　明美

バイオメディカル研究所

1,170,000
日本学術振興会

ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ・生体医工学
部門（生理学）

科学研究費補助金

胃癌発生におけるIL-33の役割 -新規
モデルマウスを用いた解析- 中山　淳

大学院医学系研究科

1,170,000
日本学術振興会

分子細胞制御学部門　分
子病理学教室

科学研究費補助金

加齢による筋Caチャネルの異常が骨
格筋力低下を生じる分子メカニズム 加藤　博之

医学部
910,000

日本学術振興会

運動機能学 科学研究費補助金

蝸牛の回転ごとに発現する遺伝子ス
プライシングバリアントの網羅的解析 吉村 豪兼

医学部
1,040,000

日本学術振興会

耳鼻咽喉科学 科学研究費補助金

公衆衛生看護教育に有用で実践的な
包括的ケースメソッドの開発と効果分
析

奥野　ひろみ
医学部保健学科

1,560,000
日本学術振興会

看護学専攻　広域看護学 科学研究費補助金

電動アシストエルゴメーターのペダル
スピードによる筋電図解析と透析患者
の自覚症状

三好　圭
医学部保健学科

520,000
日本学術振興会

理学療法学専攻　応用理
学療法学

科学研究費補助金

大学生に向けた学部別特性を反映し
た「包括的性の健康学習プログラム」
の構築と評価

山崎　明美
医学部保健学科

910,000
日本学術振興会

看護学専攻　広域看護学 科学研究費補助金

乳児院入所児の運動発達促進に向け
た集団遊びプログラムの有効性の検
討

赤羽　美和
医学部保健学科

650,000
日本学術振興会

作業療法学専攻　実践作
業療法学

科学研究費補助金

シナプス形成・成熟過程における分子
動態・微細構造の解析技術の開発 植村　健

医学部
1,690,000

日本学術振興会

分子細胞生理学 科学研究費補助金

改良型レーザーカッターによるアミロイ
ド物質の生体構造と機能解析 樋口　京一

大学院医学系研究科

1,430,000
日本学術振興会

分子細胞制御学部門　加
齢生物学教室

科学研究費補助金

体系的・多遺伝子同時改変マウス作
製法開発によるアドレノメデュリン
RAMP機能解明

桜井　敬之
大学院医学系研究科

1,820,000
日本学術振興会

個体機能制御学部門　循
環病態学教室

科学研究費補助金

多層カーボンナノチューブブロックを
用いたin vitroでの骨形成再現実験 田中　学

医学部附属病院
1,950,000

日本学術振興会

整形外科 科学研究費補助金

発現誘導システムで制御するRNA干
渉を用いた糖尿病黄斑浮腫の治療 村田　敏規

医学部
2,210,000

日本学術振興会

眼科学 科学研究費補助金

MRSAの地域内伝播様式の解析と早
期封じ込め対策の確立 松本　剛

医学部附属病院
3,510,000

日本学術振興会

感染制御室（臨床検査部） 科学研究費補助金

MRSAの空気伝播による院内感染の
検討 金井　信一郎

医学部附属病院

2,080,000
日本学術振興会

感染制御室（医療福祉支援
センター）

科学研究費補助金

難治性不整脈に対するiPS細胞を用い
たバイオロジカルデバイスの開発 木村　和広

医学部附属病院
2,210,000

日本学術振興会

輸血部（循環器内科） 科学研究費補助金

小骨固定・骨移植・骨再生・エンテー
シス再建のためのチタンペーパーの
開発

齋藤　直人
バイオメディカル研究所

1,300,000
日本学術振興会

ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ・生体医工学部門 科学研究費補助金

麻酔は術後がん再発転移に影響する
か？：末梢血腫瘍DNAとバイオマー
カーによる検討

川真田　樹人
医学部

1,820,000
日本学術振興会

麻酔蘇生学 科学研究費補助金

胎盤の老化機構に関する研究 塩沢　丹里
医学部

1,040,000
日本学術振興会

産科婦人科学 科学研究費補助金

知覚神経系と免疫系のクロストーク―
免疫細胞に発現する痛み関連分子の
役割

杉山　由紀
医学部

8,060,000
日本学術振興会

麻酔蘇生学 科学研究費補助金

小児難病入院患者の病室外との映像
コミュニケーションによる精神的支援と
家族の支援

吉川　健太郎
医学部附属病院

910,000
日本学術振興会

小児科 科学研究費補助金

（様式第3）



補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

補

委

パーキンソン病における発症の切っ掛
けと増悪：リンパ組織の役割に関する
検証

鈴木　絵美
（香山絵美）

医学部
780,000

日本学術振興会

分子細胞生理学 科学研究費補助金

サイトカイン受容体のユビキチン非依
存性小胞輸送 天野　勇治

医学部
1,300,000

日本学術振興会

免疫・微生物学 科学研究費補助金

マクロファージコロニー刺激因子受容
体遺伝子異常による若年性認知症の
病態解明

福島　和広
医学部

1,170,000
日本学術振興会

在宅療養推進学講座（内科学第三） 科学研究費補助金

Patient-specific iPS  cell-derived
vessel smooth muscle cells of DD-
EDS syndrome

岳　鳳鳴
医学部

780,000
日本学術振興会

組織発生学 科学研究費補助金

カルボニルストレス関連分子をバイオ
マーカーとした統合失調症の病態解
明

宮下　光弘
医学部附属病院

884,601
日本学術振興会

精神科 科学研究費補助金

慢性疼痛患者における運動イメージ
訓練による治療法の確立 坂本　明之

医学部附属病院
197,884

日本学術振興会

麻酔科蘇生科 科学研究費補助金

ホスホリパーゼに注目した神経障害
性疼痛の機序解明と新たな治療法の
開発

井出　進
医学部附属病院

108,880
日本学術振興会

麻酔科蘇生科 科学研究費補助金

子宮内膜症由来の卵巣癌発癌進展
過程におけるlipocalin2の発現と機能
の解析

山田　靖
医学部附属病院

1,560,000
日本学術振興会

産科婦人科 科学研究費補助金

内耳におけるグルタミントランスポータ
の解明と遺伝性難聴に関する研究 小口　智啓

医学部
1,170,000

日本学術振興会

耳鼻咽喉科学 科学研究費補助金

突発性難聴と酸化ストレスの関係に
関する検討 鬼頭　良輔

医学部
780,000

日本学術振興会

耳鼻咽喉科学 科学研究費補助金

OTOF遺伝子変異による難聴のデータ
ベース構築とOAE消失メカニズムの解
析

鈴木　宏明
医学部附属病院

1,170,000
日本学術振興会

耳鼻いんこう科 科学研究費補助金

近赤外線を用いた吻合血管の攣縮予
防に関する研究 安永　能周

医学部
650,000

日本学術振興会

形成再建外科学 科学研究費補助金

在宅重症心身障害児と母親および父
親の睡眠の実態と育児ストレスに関す
る研究

芳賀　亜紀子
医学部保健学科

780,000
日本学術振興会

看護学専攻　小児・母性看護学 科学研究費補助金

現代日本の生命医科学における疾患
当事者の研究参画の研究 東島　仁

医学部
1,430,000

日本学術振興会

CITI・JAPANﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 科学研究費補助金

閉塞性動脈硬化症に対する運動療法
が酸化ストレスに及ぼす影響 山崎　佐枝子

医学部附属病院
1,300,000

日本学術振興会

循環器内科 科学研究費補助金

包括的自動車運転関連能力評価に関
する研究 佐々木　努

医学部保健学科

650,000
日本学術振興会

作業療法学専攻　実践作
業療法学

科学研究費補助金

うつ病休職者に対するリワークプログ
ラムの開発

田中　佐千恵
（福島佐千恵）

医学部保健学科

650,000
日本学術振興会

作業療法学専攻　基礎作
業療法学

科学研究費補助金

カゼインキナーゼ2による心筋L型Ca
チャネル活性制御の生理・病態生理
的意義の解明

柏原　俊英
医学部

1,950,000
日本学術振興会

分子薬理学 科学研究費補助金

疾患マーカーの迅速・高感度・同時多
項目測定法の開発：蛍光磁性ビーズ
による実現

田中　俊行
医学部

1,170,000
日本学術振興会

信州メディカルシーズ推進室 科学研究費補助金

本邦での家族性地中海熱患者の臨床
像と原因遺伝子(MEFV)変異の関連 岸田　大

医学部附属病院
1,170,000

日本学術振興会

内科（３） 科学研究費補助金

血管障害後の新生内膜肥厚形成にお
けるマクロファージ由来のヒアルロン
酸の重要性

嘉嶋　勇一郎
医学部附属病院

1,170,000
日本学術振興会

救急科 科学研究費補助金

心不全におけるミトコンドリア制御・保
護因子の探索と病態生理学的意義の
解明

吉沢　隆浩
ヒト環境科学研究支援センター

2,210,000
日本学術振興会

動物実験部門 科学研究費補助金

小児脳腫瘍に対するGD2特異的キメ
ラ抗原受容体を用いた遺伝子改変T
細胞療法の開発

平林　耕一
医学部附属病院

1,690,000
日本学術振興会

輸血部（小児科） 科学研究費補助金

難治性小児急性骨髄性白血病に対す
るメソセリンを用いた新規細胞免疫療
法の開発

柳沢　龍
医学部附属病院

1,690,000
日本学術振興会

小児科 科学研究費補助金

侵襲性接合菌症に対する特異的養子
免疫療法の開発 重村　倫成

医学部
1,690,000

日本学術振興会

小児医学 科学研究費補助金

筋ジストロフィーに対するMMP-9を標
的とした新規治療法の開発 柴　直子

医学部附属病院
910,000

日本学術振興会

小児科 科学研究費補助金

メラノーマにおける転写因子Runx3の
働き 内山　龍平

医学部
1,820,000

日本学術振興会

皮膚科学 科学研究費補助金

乳癌における3β-HSD Type1発現の
臨床的意義の解析 花村　徹

医学部附属病院
650,000

日本学術振興会

外科（２） 科学研究費補助金
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多層カーボンナノチューブの関節内滑
膜反応とケモカイン分泌量 野村　博紀

医学部附属病院
1,820,000

日本学術振興会

整形外科 科学研究費補助金

肉腫に対する抗がん剤複合多層カー
ボンナノチューブの効果 青木　薫

医学部保健学科
1,820,000

日本学術振興会

理学療法学専攻　応用理学療法学 科学研究費補助金

骨芽細胞および骨肉腫における、非
古典経路のWnt5aの役割の解明 岡本　正則

医学部附属病院
1,040,000

日本学術振興会

整形外科 科学研究費補助金

ANSDに対する遺伝子解析とその臨床
像に関する検討 岩佐　陽一郎

医学部
1,170,000

日本学術振興会

耳鼻咽喉科学 科学研究費補助金

人工内耳装用者の遺伝的背景に関す
る研究 宮川　麻衣子

医学部附属病院
1,170,000

日本学術振興会

耳鼻いんこう科 科学研究費補助金

老人性難聴発症に関与するSNPsの
探索に関する研究 鈴木　伸嘉

医学部附属病院
1,170,000

日本学術振興会

耳鼻いんこう科 科学研究費補助金

AM-RAMP2系の脈絡膜新生血管にお
ける病態生理学的機序の解明 家里　康弘

医学部
780,000

日本学術振興会

眼科学 科学研究費補助金

NTGマウスを用いた網膜保護、再生に
関する生物学的検証

中村　朋子
（柳平朋子）

医学部
1,300,000

日本学術振興会

眼科学 科学研究費補助金

羊膜と口腔上皮細胞による培養上皮
シート開発に関する研究 鎌田　孝広

医学部附属病院
1,300,000

日本学術振興会

特殊歯科・口腔外科 科学研究費補助金

口腔癌における光機能性プローブに
よるin vivo微小がん検出 嶋根　哲

医学部附属病院
1,300,000

日本学術振興会

特殊歯科・口腔外科 科学研究費補助金

ASCが癌治療を変える～ASCの発
現、分化のメカニズム～ 伊藤　隆一

医学部附属病院
1,300,000

日本学術振興会

特殊歯科・口腔外科 科学研究費補助金

正期産新生児に対する呼吸循環機能
の無拘束測定方法の信頼性と有用性
に関する研究

徳武　千足
医学部保健学科

650,000
日本学術振興会

看護学専攻　小児・母性看護学 科学研究費補助金

乳癌浸潤の超早期診断を目的とした
次世代形態情報ビッグデータの解析 山本　陽一朗

医学部
1,430,000

日本学術振興会

病理組織学 科学研究費補助金

臨床実習改革に適したブレンド型PBL
の研究 清水　郁夫

医学部
1,300,000

日本学術振興会

医学教育研修センター 科学研究費補助金

患者iPS細胞の遺伝子変異修復と導
入による若年性骨髄単球性白血病発
症機構の解析

松田　和之
医学部附属病院

2,990,000
日本学術振興会

臨床検査部 科学研究費補助金

質量分析によるM.avium complexの同
定および肺MAC症増悪因子の検討 牛木　淳人

医学部附属病院
650,000

日本学術振興会

呼吸器・感染症・アレルギー内科 科学研究費補助金

高地肺水腫における内皮型一酸化窒
素合成酵素遺伝子のシークエンス解
析による病態解明

小林　信光
医学部附属病院

1,560,000
日本学術振興会

呼吸器・感染症・アレルギー内科 科学研究費補助金

メラノーマ患者末梢血中の腫瘍循環
細胞における遺伝子発現の解析 御子柴　育朋

医学部附属病院
2,080,000

日本学術振興会

皮膚科 科学研究費補助金

メラノーマの臨床形態から治療標的と
なる遺伝子変異を予測する 皆川　茜

医学部附属病院
1,950,000

日本学術振興会

皮膚科 科学研究費補助金

メラノーマの腫瘍内および腫瘍間にお
けるBRAF変異の多様性の解析 境澤　香里

医学部附属病院
1,950,000

日本学術振興会

皮膚科 科学研究費補助金

実用的な診断および薬物治療反応性
評価を可能とするＡＤＨＤの新規バイ
オマーカー探索

篠山　大明
医学部

2,080,000
日本学術振興会

精神医学 科学研究費補助金

移植後拒絶反応におけるOGG1の役
割 五味淵　俊仁

医学部附属病院
1,170,000

日本学術振興会

外科（２） 科学研究費補助金

オキシトシンは帝王切開術後痛の回
復を促進させるか？～妊婦と動物モ
デルによる検討

布施谷　仁志
医学部附属病院

1,560,000
日本学術振興会

麻酔科蘇生科 科学研究費補助金

磁性ビーズを用いたアセトアミノフェン
の鎮痛機序の解明 清澤　研吉

医学部附属病院
1,430,000

日本学術振興会

麻酔科蘇生科 科学研究費補助金

過分極活性化チャネル阻害薬である
イバブラジンの神経障害性痛に対す
る鎮痛効果

大田　恵理子（今
井恵理子）

医学部附属病院
1,560,000

日本学術振興会

麻酔科蘇生科 科学研究費補助金

神経因性疼痛モデルマウスにおける
CGRPとアドレノメデュリンの関与

石田　公美子（松
尾公美子）

医学部
1,950,000

日本学術振興会

麻酔蘇生学 科学研究費補助金

麻酔薬は本当に手術痛を抑制してい
るのか？：侵害刺激誘発電位による
検討

峰村　仁志
医学部附属病院

2,340,000
日本学術振興会

麻酔科蘇生科 科学研究費補助金

遷延性術後痛における炎症細胞浸潤
の解析 吉山　勇樹

医学部附属病院
1,820,000

日本学術振興会

麻酔科蘇生科 科学研究費補助金
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頻尿に対する新しいアプローチ：単純
ヘルペスウイルスベクターを使用した
遺伝子治療

横山　仁
医学部

2,340,000
日本学術振興会

泌尿器科学 科学研究費補助金

低侵襲人工内耳手術が前庭機能に及
ぼす影響に関する研究 塚田　景大

医学部附属病院
1,820,000

日本学術振興会

耳鼻いんこう科 科学研究費補助金

新規ミトコンドリア遺伝子変異による
難聴の解析と難聴発症メカニズムの
解析

矢野　卓也
医学部附属病院

1,560,000
日本学術振興会

耳鼻いんこう科 科学研究費補助金

非侵襲的な眼球内終末糖化産物測定
方法を用いた糖尿病黄斑浮腫治療効
果予測方法の開発

平野　隆雄
医学部附属病院

1,170,000
日本学術振興会

眼科 科学研究費補助金

腸間膜リンパ管の脂質吸収・免疫機
能を測る新たな食品機能評価方法の
検証

前島　大輔
医学部

1,690,000
日本学術振興会

メディカル・ヘルスイノベー
ション講座

科学研究費補助金

脳虚血病態時におけるヒト中枢神経
系シトクロムP450の機能解析研究 小澤　秀介

医学部附属病院
500,000

日本学術振興会

薬剤部 科学研究費補助金

HMG-CoA還元酵素阻害薬によるワ
ルファリン代謝阻害の機構解析 塩澤　彩香

医学部附属病院
500,000

日本学術振興会

薬剤部 科学研究費補助金

細胞表面抗原と融合遺伝子を同時に
評価できる新規フローサイトメトリー法
の開発

井出　裕一郎
医学部附属病院

500,000
日本学術振興会

臨床検査部 科学研究費補助金

HisRSスプライスバリアントの抗Jo-1
抗体に対する抗原性の検討 重藤　翔平

医学部附属病院
300,000

日本学術振興会

臨床検査部 科学研究費補助金

薬剤耐性Small-Colony Variants 判定
法の臨床検査試薬への応用 堀内　一樹

医学部
400,000

日本学術振興会

病理組織学 科学研究費補助金

再生医療等の安全性の確保等に関す
る法律に対応した樹状細胞製剤作製
に関する検討

湯沢　美紀
医学部附属病院

600,000
日本学術振興会

先端細胞治療センター 科学研究費補助金

アドレノメデュリン－ＲＡＭＰ２システム
の病的血管新生における意義の解明 田中　愛

大学院医学系研究科

1,100,000
日本学術振興会

個体機能制御学部門　循
環病態学教室

科学研究費補助金

療育を必要とする児とその家族(父親)
への支援に関する検討 石田　史織

医学部保健学科
481,780

日本学術振興会

看護学専攻　広域看護学 科学研究費補助金

白色脂肪ー褐色脂肪間の機能連携を
司る、新しい生体内恒常性制御システ
ムの解明

河手　久香
大学院医学系研究科

1,300,000
日本学術振興会

個体機能制御学部門　循
環病態学教室

科学研究費補助金

周産期微細脳障害による発達障害の
発症予測と予防方法の開発 三澤　由佳

医学部
1,300,000

日本学術振興会

衛生学公衆衛生学 科学研究費補助金

科学の頑健性の分析による科学的実
在論の擁護の可能性についての研究 野内　玲

医学部
390,000

日本学術振興会

CITI・JAPANﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 科学研究費補助金

カルシトニン遺伝子関連ペプチドの炎
症制御機構の解明と、眼内炎症疾患
への応用展開

鳥山　佑一
医学部附属病院

1,560,000
日本学術振興会

眼科 科学研究費補助金

マウス一次視覚野に投射する視床神
経細胞の多様性の解明 森　琢磨

医学部
1,057,336

日本学術振興会

分子細胞生理学 科学研究費補助金

縮減財政時代における多職種連携教
育メソッドとパフォーマンス評価指標の
開発・評価

會田　信子
医学部保健学科

1,820,000
日本学術振興会

看護学専攻　成人・老年看護学 科学研究費補助金

老人性難聴発症の分子機構を規定す
るｍｉＲＮＡ・標的遺伝子群の同定 野口　佳裕

医学部
1,690,000

日本学術振興会

人工聴覚器学講座 科学研究費補助金

慢性閉塞性肺疾患（COPD）患者の睡
眠の質に関する研究 藤本　圭作

医学部保健学科

1,560,000
日本学術振興会

検査技術科学専攻　生体
情報検査学

科学研究費補助金

自己免疫性膵炎、IgG4関連疾患と悪
性腫瘍合併に関する臨床的・免疫遺
伝学的検討

川　茂幸
総合健康安全センター

1,950,000
日本学術振興会

科学研究費補助金

子宮頸がんワクチン接種後の神経障
害に関する治療法の確立と情報提供
についての研究

池田　修一
医学部

4,500,000
厚生労働省

内科学第五 厚生労働科学研究費補助金

脳腱黄色腫症の実態把握と診療
標準化のためのガイドライン作成 関島　良樹

医学部
874,000

厚生労働省

内科学第三 厚生労働科学研究費補助金

難治性聴覚障害に関する調査研
究 宇佐美　真一

医学部
14,355,000

厚生労働省

耳鼻咽喉科学 厚生労働科学研究費補助金

発達障害児とその家族に対する
地域特性に応じた継続的な支援
の実施と評価

本田　秀夫
医学部附属病院

8,400,000
厚生労働省

子どものこころ診療部 厚生労働科学研究費補助金

成人例の左室緻密化障害の全国
調査 池田　宇一

医学部
883,000

厚生労働省

内科学第五 厚生労働科学研究費補助金
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シナプス形成を誘導するタンパク質複
合体の機能解析および構造解析に立
脚したシナプス形成制御法の開発

植村　健
医学部

19,500,000
国立研究開発法人
科学技術振興機構

分子細胞生理学 受託研究費

日本人の頭頸部癌患者における
Cetuximabを含む治療の観察研
究

小岩井　慶一郎
医学部

140,000

特定非営利活動法
人日本放射線腫瘍

学研究機構

画像医学 受託研究費

市販後における重篤副作用（間質性
肺炎、横紋筋融解症、重症薬疹等）の
発症要因解明と安全対策に関する研
究

花岡　正幸
医学部

450,000

国立研究開発法人
日本医療研究開発

機構

内科学第一 受託研究費

生体恒常性維持・変容・破綻機構のネット
ワーク的理解に基づく最適医療実現のため
の技術創出/生理活性因子の情報制御シス
テムに基づく革新的な医薬品の創出

新藤　隆行
大学院医学系研究科

17,940,000

国立研究開発法人
日本医療研究開発

機構

個体機能制御学部門　循
環病態学教室

受託研究費

生体恒常性維持・変容・破綻機構のネット
ワーク的理解に基づく最適医療実現のため
の技術創出/生理活性因子の情報制御シス
テムに基づく革新的な医薬品の創出

村田　敏規
医学部

2,340,000

国立研究開発法人
日本医療研究開発

機構

眼科学 受託研究費

抗血液凝固剤の探索研究－HTS
アッセイ系の確立 沢村　達也

医学部
25,138,080

国立研究開発法人
日本医療研究開発

機構

生理学 受託研究費

Drug freeからHBs抗原消失を目指すB
型肝炎抗ウイルス療法とこの効果を予
測する新規因子の検討

田中　榮司
医学部

39,000,000

国立研究開発法人
日本医療研究開発

機構

内科学第二 受託研究費

世界初・日本発のカーボンナノチュー
ブ複合ポリエチレンソケットを使用した
人工関節の実用化研究

齋藤　直人
バイオメディカル研究所

35,100,000

国立研究開発法人
日本医療研究開発

機構

ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ・生体医工学部門 受託研究費

ナノ材料の安全・安心確保のため
の国際先導的安全性評価技術の
開発

齋藤　直人
バイオメディカル研究所

12,000,000
経済産業省

ﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰ・生体医工学部門 受託研究費

難治性ニューロパチーの非侵襲
的早期診断法の開発 関島　良樹

医学部
400,000

国立精神・神経医
療研究センター

内科学第三 受託研究費

麻酔科学領域神経科学分野に関
する学術研究動向 川真田　樹人

医学部
1,690,000

独立行政法人日本
学術振興会

麻酔蘇生学 受託研究費

新しい難聴遺伝子診断システム
の開発および臨床応用に関する
研究

宇佐美　真一
医学部

11,714,000

国立研究開発法人
日本医療研究開発

機構

耳鼻咽喉科学 受託研究費

科学的エビデンスに基づいた遺
伝性難聴の治療法確立に関する
調査研究

宇佐美　真一
医学部

10,000,000

国立研究開発法人
日本医療研究開発

機構

耳鼻咽喉科学 受託研究費

嚥下筋活動のセンシングと嚥下
補助食品への応用に関する研究 栗田　浩

医学部
130,000

総務省信越総合通信局

歯科口腔外科学 受託研究費

神経構造の評価試験 寺田　信生
医学部保健学科

800,000

国立研究開発法人
国立成育医療研究

センター

作業療法学専攻　基礎作
業療法学

受託研究費

原因不明遺伝子関連疾患の全国
横断的症例収集・バンキングと網
羅的解析 福嶋　義光

医学部
14,000,000

国立研究開発法人
日本医療研究開発

機構

遺伝医学・予防医学 受託研究費

脂質代謝と動脈硬化･血栓の相互関係の解
明
心血管疾患関連蛋白質の病態生理的意義
の解明とその診断・治療への応用

沢村　達也
医学部

1,500,000

国立研究開発法人
国立循環器病研究

センター

生理学 受託研究費

アドレノメデュリンによる生体内恒常性維持
機構の解明と応用展開
循環器疾患に関わる生理活性ペプチドの探
索・機能解析とそれに基づくトランスレーショ
ナルリサーチ

新藤　隆行
大学院医学系研究科

1,500,000

国立研究開発法人
国立循環器病研究

センター

個体機能制御学部門　循
環病態学教室

受託研究費

がんワクチン製造手法の確立―高品
質で低コストが実現できる培養システ
ム

下平　滋隆
医学部附属病院

325,000
国立研究開発法人
科学技術振興機構

先端細胞治療センター 受託研究費

3軸加速速度計を用いた筋疾患
の動作解析と動作支援に関する
研究

中村　昭則
医学部附属病院

800,000
国立精神・神経医
療研究センター

難病診療センター（内科（３）） 受託研究費
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デルマタン４－Ｏ－硫酸基転移酵素
－１欠損に基づくエーラスダンロス症
候群の病態解明と治療法の開発

古庄　知己
医学部附属病院

32,263,000

国立研究開発法人
日本医療研究開発

機構

遺伝子診療部 受託研究費

在宅人工呼吸器の遠隔管理シス
テムの開発 中村　昭則

医学部附属病院
13,806,000

国立研究開発法人
日本医療研究開発

機構

難病診療センター（内科（３）） 受託研究費

未来医療を実現する先端医療機
器・システムの研究開発/安全性
と医療効率の向上を両立するス
マート治療室の開発

本郷　一博
医学部

5,031,580

国立研究開発法人
日本医療研究開発

機構

脳神経外科学 受託研究費

C18.「IL-12発現型がん治療ウイ
ルスを用いた悪性黒色腫のウイル
ス免疫開発療法」

奥山　隆平
医学部

47,500,000

国立研究開発法人
日本医療研究開発

機構

皮膚科学
研究開発施設共用
等促進費補助金



2　論文発表等の実績
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Rheumatology and Clinical
Research Center, Nagasaki

Dysregulated mature IL-1beta production
in familial Mediterranean fever.

Rheumatology
(Oxford). 2015
Apr;54(4):660-5.Higurashi N(1),

Takahashi Y(2),
Kashimada A(3),

(10)Department of Medical
Genetics, Shinshu
University School of
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(注) 1

2
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(2)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）

番
号
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

佐藤 正彬, 山鹿
隆義, 小林 裕
子, 吉村 康夫

信州大学医学部附属病院
リハビリテーション部

信州脳卒中地域連携パス利用した脳卒中
患者の歩行獲得における予後予測因子の
検討

国立大学リハビリ
テーション療法士
学術大会誌(2188-西村 輝, 石原

早紀子, 山鹿 隆
義, 井戸 芳和,

信州大学医学部附属病院
リハビリテーション部

補助人工心臓装着後に脳梗塞を合併した
女児への作業療法

国立大学リハビリ
テーション療法士
学術大会誌(2188-

山鹿 隆義, 佐藤
正彬, 小林 裕
子, 吉村 康夫

信州大学医学部附属病院
リハビリテーション部

脳卒中患者における急性期病院退院時の
栄養状態が回復期病院退院時の日常生活
活動に及ぼす影響について

国立大学リハビリ
テーション療法士
学術大会誌(2188-石田 昂彬, 田中

厚誌, 山鹿 隆
義, 吉村 康夫

信州大学医学部附属病院
リハビリテーション部

大腿軟部肉腫術後の患側筋力と歩行能力
について

国立大学リハビリ
テーション療法士
学術大会誌(2188-

倉島 美穂, 川内
翔平, 山鹿 隆
義, 市山 崇史

信州大学医学部附属病院 当院における慢性閉塞性肺疾患患者の増
悪因子の検討　栄養状態に着目して

理学療法研究・長
野(1347-2976)44号
Page56-川内 翔平, 倉島

美穂, 山鹿 隆
義, 市山 崇史

信州大学医学部附属病院
リハビリテーション部

慢性閉塞性肺疾患患者の重症化に伴う日
常生活活動の変化

理学療法研究・長
野(1347-2976)44号
Page52-

松森 圭司, 山鹿
隆義, 中曽根 沙
妃, 大津 勇介,

信州大学医学部附属病院 低栄養がん患者の栄養指標は身体活動を
反映する指標になるか

理学療法研究・長
野(1347-2976)44号
Page69-大津 勇介, 山鹿

隆義, 中曽根 沙
妃, 松森 圭司,

信州大学医学部附属病院 入院がん患者の基本動作評価は身体活動
量を反映するか

理学療法研究・長
野(1347-2976)44号
Page65-

菅野 光俊, 上原
剛, 石嶺 南生,
宇佐美 陽子, 川

信州大学医学部附属病院
臨床検査部

電気泳動による臨床検査　電気泳動で明ら
かにされる新症例 電気泳動検査が発見の
端緒となった自己免疫性膵炎の診断基準

電気泳動(2189-
2628)59巻1号
Page35-中曽根 沙妃, 山

鹿 隆義, 大津
勇介, 松森 圭

信州大学医学部附属病院 がん患者における健康状態と生活の質の
解離について　m-FIM、EORTC QLQ-
C30、ESAS-r-Jによる検討

理学療法研究・長
野(1347-2976)44号
Page72-

Nakajima A(1),
Masaki Y(1),
Nakamura T(1),

(13)Medical Informatics
Division and Department of
Internal Medicine,

Decreased Expression of Innate Immunity-
Related Genes in Peripheral Blood
Mononuclear Cells from Patients with

PLoS One.
2015;10(5):e012658
2. doi:Sasaki Y(1),

Usami M(1),
Sasayama D(2),

(2)Department of
Psychiatry, Shinshu
University, Matsumoto,

Concerns expressed by parents of children
with pervasive developmental disorders for
different time periods of the day: a case-

PLoS One.
2015;10(4):e012469
2. doi:

Oguchi T(1),
Ota M(2), Ito
T(1), Hamano

(1)Department of
Gastroenterology, Shinshu
University School of

Investigation of susceptibility genes
triggering lachrymal/salivary gland lesion
complications in Japanese patients with

PLoS One.
2015;10(5):e012707
8. doi:Yasunami M(1),

Nakamura H(1),
Agematsu K(2),

(2)Department of Infection
and Host Defense, Graduate
School of Medicine, Shinshu

Identification of Disease-Promoting HLA
Class I and Protective Class II Modifiers in
Japanese Patients with Familial

PLoS One.
2015;10(5):e012593
8. doi:

Kameda T(1),
Ohkawa R(1),
Yano K(1),

(2)Department of
Laboratory Medicine,
Shinshu University Hospital,

Effects of Myeloperoxidase-Induced
Oxidation on Antiatherogenic Functions of
High-Density Lipoprotein.

J Lipids.
2015;2015:592594.
doi:Sekiguchi T(1),

Umemura T(1),
Fujimori N(1),

(1)Department of Medicine,
Division of Hepatology and
Gastroenterology, Shinshu

Serum cell death biomarkers for prediction
of liver fibrosis and poor prognosis in
primary biliary cirrhosis.

PLoS One.
2015;10(6):e013165
8. doi:

Hashimoto T(1),
Iwahashi T(2),
Ishii W(3),

(3)Department of Medicine
(Neurology and
Rheumatology), Shinshu

EEG-EMG polygraphic study of dystonia
and myoclonus in a case of Creutzfeldt-
Jakob disease.

Epilepsy Behav
Case Rep.
2015;4:30-2. doi:Hioki H(1),

Miura T(1),
Motoki H(1),

(1)Department of
Cardiovascular Medicine ,
Shinshu University School

Lean body mass index prognostic value for
cardiovascular events in patients with
coronary artery disease.

Heart Asia.
2015;7(2):12-18.

Matsushima
A(1), Yoshida
K(2), Genno

(1)Department of Neurology
and Rheumatology, Shinshu
University School of

Clinical assessment of standing and gait in
ataxic patients using a triaxial
accelerometer.

Cerebellum
Ataxias. 2015;2:9.
doi:

Tsuchiya T(1),
Iida O(2), Shiraki
T(2), Soga Y(3),

(7)Department of
Cardiovascular Medicine,
Graduate School of

Clinical characteristics of patients with
Rutherford category IV, compared with V
and VI.

SAGE Open Med.
2015;3:2050312115
597087. doi:Hagiwara S(1),

Nakayama Y(2),
Tagawa M(3),

(2)Department of Pediatrics,
Shinshu University School
of Medicine, 3-1-1 Asahi,

Pediatric Patient and Parental Anxiety and
Impressions Related to Initial
Gastrointestinal Endoscopy: A Japanese

Scientifica (Cairo).
2015;2015:797564.
doi:

　当該特定機能病院に所属する医師等が申請の前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開
発および評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合
には、七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌
に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等と
当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が
大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能病
院に所属している場合に限る）。

Ther Clin Risk
Manag.
2015;11:1361-5.

　「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先をすべて記載すること。

　「雑誌名」欄には、「雑誌名」「巻数・号数」「該当ページ」「出版年」について記載すること。

雑誌名発表者氏名 発表者の所属 題名

Horiuchi T(1),
Seguchi T(2), Ito
K(1), Hongo

(1)Department of
Neurosurgery, Shinshu
University School of

Usefulness of needle holder with a function
of fine forceps for bypass surgery in both
hands.

Surg Neurol Int.
2015;6:55. doi:
10.4103/2152-Nakamura Y(1),

Kamimura M(2),
Ikegami S(3),

(1)Department of
Orthopaedic Surgery,
Shinshu University School

A case series of pregnancy- and lactation-
associated osteoporosis and a review of the
literature.
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古庄 知己 信州大学医学部附属病院
遺伝子診療部

小児耳鼻咽喉科領域における遺伝子医療
遺伝医療のあり方について　難聴を中心に

小児耳鼻咽喉科
(0919-5858)36巻3
号 Page295-篠山 大明, 本田

秀夫
信州大学医学部附属病院
子どものこころ診療部

【臨床現場から見た精神疾患の変貌】 自閉
スペクトラム症は増えているのか

臨床精神医学
(0300-032X)45巻1
号 Page29-

多田 はるか, 高
橋 由佳, 杉山
暢宏

信州大学医学部附属病院
精神科

Psychiatric Lecture　治療　周産期におけ
るうつ病の薬物治療の進め方

精神科臨床
Legato(2189-
4388)2巻1号金井 信一郎 信州大学医学部附属病院

感染制御室
【継続・維持・向上を目指す　手指衛生の
徹底化】 手指衛生の指標　一般的な指標
の捉え方と自施設の指標設定

感染対策ICT
ジャーナル(1881-
4964)11巻1号

関口 健二 信州大学医学部附属病院 【高齢者総合機能評価(CGA)を究める-多
職種で高齢者の全体像を共有する方法】
場面ごとの高齢者総合機能評価(CGA)活

Medical
Alliance(2189-
2733)2巻1号寺田 志洋, 増田

雄一, 吉澤 一
貴, 大野 康成,

信州大学医学部附属病院
移植外科

小児生体肝移植後の門脈血栓に対する溶
解療法中に可溶性フィブリンをモニターし
た1例

移植(0578-7947)50
巻6号 Page645-
650(2015.12)

滝沢 正臣, 中村
昭則, 日根野 晃
代, 吉川 健太

信州大学医学部附属病院 在宅難病患者と医師との高度テレコミュニ
ケーションシステム(II)

日本遠隔医療学会
雑誌(1880-
800X)11巻2号中村 昭則, 武田

伸一
信州大学医学部附属病院
難病診療センター

【筋ジストロフィーup to date】 骨格筋機能
発達と加齢

Clinical
Neuroscience(0289
-0585)34巻3号

松本 竹久, 堀内
一樹, 根岸 達哉

信州大学医学部附属病院
臨床検査部

Staphylococcus aureusのsmall-colony
variants

日本臨床微生物学
雑誌(0917-5059)26
巻1号 Page1-中村 昭則, 滝沢

正臣, 宮崎 大
吾, 石川 哲男,

信州大学医学部附属病院
難病診療センター

在宅人工呼吸器の遠隔監視、アラーム通
報の試み

日本遠隔医療学会
雑誌(1880-
800X)11巻2号

川崎 健治 信州大学医学部附属病院
臨床検査部

臨地実習前のOSCE 信州大学病院の生化
学・免疫血清検査における臨地実習

臨床検査学教育
(1883-3144)8巻1号
Page73-山折 大 信州大学医学部附属病院

薬剤部
【いまさら聞けない薬物動態Q&A】 代謝
Q.見逃してはいけないCYP3Aにおける薬
物相互作用を教えてください

薬事(0016-5980)58
巻4号 Page670-
674(2016.03)

鈴木 一浩, 中村
敏範, 杉山 暢宏

信州大学医学部附属病院
精神科

【臨床現場でガイドラインをどう使いこなす
か】 日本うつ病学会治療ガイドライン

精神科(1347-
4790)28巻3号
Page212-菅野 光俊, 川崎

健治, 松本 剛,
上原 剛, 本田

信州大学医学部附属病院
臨床検査部

学生対象のReversed Clinico Pathological
Conference:RCPC　信州大学病院での
ルーチン検査の読み方・考え方

臨床検査学教育
(1883-3144)8巻1号
Page84-

小澤 秀介, 小林
愛子, 高津 亜希
子, 神田 博仁,

信州大学医学部附属病院
薬剤部

切迫早産治療薬としてニフェジピンが奏功
した一例

医療薬学(1346-
342X)42巻3号
Page202-上條 祐司 信州大学医学部附属病院

腎臓内科
腎とミネラルウォーター 腎臓内科・泌尿器

科(2188-9147)2巻6
号 Page623-

永田 賢子 信州大学医学部附属病院
看護部

【主任がスタッフ目線・意識を卒業するとき
同年代スタッフとの線の引き方、管理者とし
ての部署の見方と立ち居振る舞い】 師長が

主任看護師: 管理・
教育・業務25巻4号
Page2-8(2016.03)山本 悠太, 増田

雄一, 井出 裕一
郎, 松田 和之,

信州大学医学部附属病院
移植外科

FISH法により末梢血中にドナーリンパ球を
同定した脳死肝移植後溶血性貧血の1例

移植(0578-7947)50
巻4-5号 Page429-
433(2015.10)

Arakura
Norikazu, Ito
Tetsuya, Tanaka

Endoscopic Examination
Center, Shinshu University
Hospital

Billroth I型胃切除術施行患者におけるマ
ルチベンディング十二指腸鏡を用いた内視
鏡的逆行性胆道膵管造影(Endoscopic

信州医学雑誌
(0037-3826)63巻6
号 Page385-嘉嶋 勇一郎, 今

村 浩
信州大学医学部附属病院
高度救命救急センター

救急疾患への対応　心血管疾患への対応
(急性冠症候群・腹部大動脈瘤)

救急・集中治療医
学レビュー2016-
'17巻 Page137-

間宮 敬子 信州大学医学部附属病院
信州がんセンター緩和部門

緩和ケアと医療倫理 信州医学雑誌
(0037-3826)64巻1
号 Page15-Arakura

Norikazu, Ito
Tetsuya, Tanaka

Endoscopic Examination
Center, Shinshu University
Hospital

自己免疫性膵炎を伴う巨大膵仮性嚢胞の
治療(Treatment of a Huge Pancreatic
Pseudocyst Associated with Autoimmune

信州医学雑誌
(0037-3826)63巻6
号 Page417-

間宮 敬子, 坂本
明之

信州大学医学部附属病院
信州がんセンター緩和部門

【麻酔科サブスペシャリティとしての緩和ケ
ア】 大学病院における緩和ケアと地域連携

麻酔(0021-4892)65
巻3号 Page248-
254(2016.03)齋藤 知子, 野澤

早加, 小泉 知展
信州大学医学部附属病院
診療緑管理室

がん診療連携拠点病院の院内がん登録か
らみた長野県のがん状況(第一報)

信州医学雑誌
(0037-3826)64巻1
号 Page21-

草間 恵里, 西澤
千文, 石津 美
紀, 村井 健太

信州大学医学部附属病院 中信地域糖尿病療養指導士育成講習会を
受講した看護職の背景と受講後の活動

長野県看護研究学
会論文集(1882-
8019)36回 Page64-浦 みどり, 田中

仁美, 高橋 香
織, 山崎 春奈,

信州大学医学部附属病院
臨床検査部

呼気中一酸化窒素濃度の吸入気管支拡張
薬による影響の検討

臨床病理(0047-
1860)64巻2号
Page127-

松森 圭司, 山鹿
隆義, 中曽根 沙
妃, 岡本 梨江,

信州大学医学部附属病院
リハビリテーション部

入院がん患者における骨格筋量減少群と
正常群で身体動作能力に差はあるか?

国立大学リハビリ
テーション療法士
学術大会誌(2188-坪田 芳枝, 大久

保 敏子
信州大学医学部附属病院 新人看護師が夜勤にあたって直面する困

難とその対応策　夜勤導入基準シートを用
いて

長野県看護研究学
会論文集(1882-
8019)36回 Page73-

堺 彩夏, 近藤
優樹, 西川 良
太, 井戸 芳和,

信州大学医学部附属病院
リハビリテーション部

遊びに着目した作業療法を受けた急性リン
パ性白血病患児のQOLの推移

国立大学リハビリ
テーション療法士
学術大会誌(2188-川内 翔平, 倉島

美穂, 山鹿 隆
義, 市山 崇史

信州大学医学部附属病院
リハビリテーション部

当院における特発性間質性肺炎患者の増
悪に対するリハビリテーション効果と増悪予
測因子の検討

国立大学リハビリ
テーション療法士
学術大会誌(2188-
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重藤 翔平 信州大学医学部附属病院
臨床検査部遺伝子検査室

【ズバッと読み取る!検査値アセスメント　検
査値の"ここ見て!"9項目】 項目　「胆管の
病態」を読む検査　ALP(alkaline

Expert
Nurse(0911-
0194)31巻12号根岸 達哉 信州大学医学部附属病院

臨床検査部
【ズバッと読み取る!検査値アセスメント　検
査値の"ここ見て!"9項目】 項目　「肝臓の
病態」を読む検査　AST(aspartate

Expert
Nurse(0911-
0194)31巻12号

宮崎 あかり 信州大学医学部附属病院
臨床検査部

【ズバッと読み取る!検査値アセスメント　検
査値の"ここ見て!"9項目】 項目　「凝固・線
溶系異常」を読む検査　PT(prothrombin

Expert
Nurse(0911-
0194)31巻12号堀内 一樹 信州大学医学部附属病院

臨床検査部
【ズバッと読み取る!検査値アセスメント　検
査値の"ここ見て!"9項目】 項目　「細胞傷
害」を読む検査　LD(lactate

Expert
Nurse(0911-
0194)31巻12号

内山 直美 信州大学医学部附属病院 現場の工夫と知恵を教えて!児と家族に合
わせた退院計画・退院調整(第2回)

こどもケア10巻4号
Page99-
105(2015.10)川崎 健治 信州大学医学部附属病院

臨床検査部
【ズバッと読み取る!検査値アセスメント　検
査値の"ここ見て!"9項目】 項目　「電解質
異常」を読む検査　Na(natrium、ナトリウム)

Expert
Nurse(0911-
0194)31巻12号

菅野 光俊, 戸塚
実, 本田 孝行

信州大学医学部附属病院
臨床検査部

ルーチン検査(基本的検査)の読み方・考え
方　私はこのように検査値を解釈します 信
州大学病院でのルーチン検査の読み方・

臨床病理(0047-
1860)63巻9号
Page1064-川崎 健治 信州大学医学部附属病院

臨床検査部検体検査部門
【ひとりでも困らない!検査当直イエロー
ページ】(III章)報告前に必要なチェック　生
化学検査 電解質　Ca,iP,Mg

臨床検査(0485-
1420)59巻11号
Page1160-

福島 和広, 池田
修一

信州大学医学部附属病院
難病診療センター

【免疫性神経疾患-病態解明と治療の最前
線】 慢性炎症性脱髄性多発ニューロパ
チー(CIDP)　CIDPの疫学

医学のあゆみ
(0039-2359)255巻5
号 Page417-古庄 知己 信州大学医学部附属病院

遺伝子診療部
【先天異常症候群】 ピンポイント小児医療
18トリソミー症候群

小児内科(0385-
6305)47巻10号
Page1746-

新倉 則和, 浅野
純平, 金井 圭
太, 小口 貴也,

信州大学医学部附属病院
内視鏡センター

【全身性疾患としてのIgG4関連疾患】 IgG4
関連疾患の臨床を知る　IgG4関連硬化性
胆管炎

Modern
Physician(0913-
7963)35巻11号浜野 英明 信州大学医学部附属病院

医療情報部
【全身性疾患としてのIgG4関連疾患】 IgG4
関連疾患の概要を知る　バイオマーカーと
してのIgG4

Modern
Physician(0913-
7963)35巻11号

下平 滋隆 信州大学医学部附属病院
先端細胞治療センター

【移植医療を支える臨床検査】 移植医療を
支える臨床検査室・臨床検査技師

臨床検査(0485-
1420)59巻13号
Page1470-金井 信一郎, 向

野 賢治
信州大学医学部附属病院
感染制御室

【感染制御の最前線　救急領域のベストプ
ラクティス】 感染制御の基礎　感染経路別
予防策　接触感染予防策

救急医学(0385-
8162)39巻10号
Page1152-

福島 和広, 池田
修一

信州大学医学部附属病院
難病診療センター

【免疫性神経疾患-基礎・臨床研究の最新
知見-】 免疫性末梢神経疾患　慢性炎症
性脱髄性多発根ニューロパチー(CIDP)　慢

日本臨床(0047-
1852)73巻増刊7 免
疫性神経疾患本田 秀夫 信州大学医学部附属病院

子どものこころの診療部
成人期の自閉スペクトラム 児童青年精神医学

とその近接領域
(0289-0968)56巻3

古庄 知己 信州大学医学部附属病院
遺伝子診療部

18トリソミーに関するエビデンスの蓄積 日本小児循環器学
会雑誌(0911-
1794)31巻5号間宮 敬子 信州大学医学部附属病院

信州がんセンター緩和部門
【緩和医療の今】 症状緩和の今　漢方薬 ペインクリニック

(0388-4171)36巻別
冊秋 PageS403-

杉山 舞, 藤井
一聡, 山崎 大
樹, 川上 史裕,

信州大学医学部附属病院
腎臓内科

T細胞リンパ芽球性白血病/リンパ腫を発症
した維持透析患者の一例

長野県透析研究会
誌(1346-0005)38巻
1号 Page15-林田 美江 信州大学医学部附属病院

呼吸器・感染症・アレルギー
内科

【LAMに対するシロリムス療法の実用化時
代を迎えて】 日本におけるLAMの疫学,特
徴

呼吸と循環(0452-
3458)63巻12号
Page1137-

山岸 佑輔, 高橋
淳, 倉石 修吾,
清水 政幸, 池上

信州大学医学部附属病院
整形外科

思春期特発性側彎症Lenke type2カーブに
対するskip pedicle screw fixationの手術成
績

中部日本整形外科
災害外科学会雑誌
(0008-9443)58巻5一萬田 正二郎,

神宮 邦彦, 佐野
健司, 菅野 祐幸

信州大学医学部附属病院
臨床検査部

Segmental arterial mediolysisが疑われる胆
嚢動脈の壁破綻により肝漿膜下血腫を来し
た1剖検例

診断病理(1345-
6431)32巻4号
Page303-

進士 君枝 信州大学医学部附属病院 患者と医療者のパートナーシップを考える
患者の権利と倫理から見た真の患者支援と
は何か

医療と検査機器・試
薬(1347-0434)38巻
6号 Page639-伊東 千夏, 永田

文子
信州大学医学部附属病院 在宅での終末期ケアの認識に関する文献

レビュー　利用者と家族が訪問看護師にし
てもらって良かったと感じたこと

国立病院看護研究
学会誌(1349-
9491)11巻1号

松本 竹久 信州大学医学部附属病院
臨床検査部

信州インフェクションコントロールサーベイラ
ンスシステム(SICSS)　耐性菌の把握から感
染対策の改善支援まで地域の監視システ

INFECTION
CONTROL(0919-
1011)25巻1号古庄 知己 信州大学医学部附属病院

遺伝子診療部
【小児疾患診療のための病態生理2　改訂
第5版】 染色体異常、先天異常　18番染色
体異常症

小児内科(0385-
6305)47巻増刊
Page225-

海老澤 聡一朗,
池田 宇一

信州大学医学部附属病院
循環器内科

【ER・ICUでの薬の使い方・考え方　2016-
'17-エキスパートの実践と秘訣に学ぶ-】 循
環器疾患の緊急治療　不安定狭心症/心

救急・集中治療
(1346-0935)27巻臨
増 Pagee182-本田 秀夫 信州大学医学部附属病院

子どものこころ診療部
【パーソナリティ障害の現実】 パーソナリ
ティ障害をめぐって　パーソナリティ?それと
も発達?

こころの科学(0912-
0734)185号
Page82-

金井 信一郎, 松
本 剛, 春日 恵
理子

信州大学医学部附属病院
感染制御室

【ER・ICUでの薬の使い方・考え方　2016-
'17-エキスパートの実践と秘訣に学ぶ-】 感
染性疾患の緊急治療　結核

救急・集中治療
(1346-0935)27巻臨
増 Pagee325-松本 剛, 本田

孝行, 金井 信一
郎

信州大学医学部附属病院
感染制御室

【ER・ICUでの薬の使い方・考え方　2016-
'17-エキスパートの実践と秘訣に学ぶ-】 感
染性疾患の緊急治療　MRSA感染症/多剤

救急・集中治療
(1346-0935)27巻臨
増 Pagee312-
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橋本 幸始, 上條
祐司, 神應 裕

信州大学医学部附属病院
腎臓内科

【糖尿病と腎疾患2015】 症例からみる諸問
題　糖尿病性腎症患者におけるバスキュ
ラーアクセスの問題点

腎と透析(0385-
2156)78巻増刊
Page467-川崎 健治, 末吉

茂雄, 平木 一
嘉, 間瀬 浩安,

信州大学医学部附属病院
臨床検査部

Caの測定精度に影響する純水の調査　関
東甲信地区臨床検査施設の純水製造装置
とCaの測定精度の実感に関するアンケート

医学検査(0915-
8669)64巻3号
Page368-

下村 陽子 信州大学医学部附属病院
看護部

【プロの看護補助者の育成　最高の協働体
制を築くために】 看護補助者が看護チーム
の本当の一員となるための様々なアプロー

看護展望(0385-
549X)40巻10号
Page0978-宮城 芳江 信州大学医学部附属病院 【予測力を磨いて呼吸器看護に強くなる!呼

吸器疾患の重症化を防ぐアセスメント&ケ
ア】 COPD　病態・症状の把握とQOL維持

呼吸器・循環器達
人ナース36巻4号
Page41-

永井 崇, 石塚
修

信州大学医学部附属病院
泌尿器科

【泌尿器がん患者の看護と治療　チャート・
図解で流れが一目でわかる!】　(第7章)精
巣腫瘍 はじめに　精巣腫瘍とは?

泌尿器ケア(1349-
6549)2015夏季増
刊 Page163-松田 和之 信州大学医学部附属病院

臨床検査部遺伝子・染色体
検査室

技術講座　血液・遺伝子・染色体　シリーズ
造血器腫瘍の診療を支える遺伝子・染色
体検査 移植後生着確認に利用されるキメ

検査と技術(0301-
2611)43巻9号
Page768-

永井 崇, 石塚
修

信州大学医学部附属病院
泌尿器科

【泌尿器がん患者の看護と治療　チャート・
図解で流れが一目でわかる!】　(第7章)精
巣腫瘍 治療法の決定・術前ケア

泌尿器ケア(1349-
6549)2015夏季増
刊 Page170-永井 崇, 石塚

修
信州大学医学部附属病院
泌尿器科

【泌尿器がん患者の看護と治療　チャート・
図解で流れが一目でわかる!】　(第7章)精
巣腫瘍 精巣腫瘍を調べる検査

泌尿器ケア(1349-
6549)2015夏季増
刊 Page165-

永井 崇, 石塚
修

信州大学医学部附属病院
泌尿器科

【泌尿器がん患者の看護と治療　チャート・
図解で流れが一目でわかる!】　(第7章)精
巣腫瘍 術後ケア(それぞれの治療法に対し

泌尿器ケア(1349-
6549)2015夏季増
刊 Page185-永井 崇, 石塚

修
信州大学医学部附属病院
泌尿器科

【泌尿器がん患者の看護と治療　チャート・
図解で流れが一目でわかる!】　(第7章)精
巣腫瘍 手術(治療法)

泌尿器ケア(1349-
6549)2015夏季増
刊 Page178-

松田 和之 信州大学医学部附属病院
臨床検査部遺伝子・染色体
検査室

技術講座　血液・遺伝子・染色体　シリーズ
造血器腫瘍の診療を支える遺伝子・染色
体検査 治療効果判定に必要な微小残存

検査と技術(0301-
2611)43巻8号
Page680-永井 崇, 石塚

修
信州大学医学部附属病院
泌尿器科

【泌尿器がん患者の看護と治療　チャート・
図解で流れが一目でわかる!】　(第7章)精
巣腫瘍 退院指導、外来との連携

泌尿器ケア(1349-
6549)2015夏季増
刊 Page194-

本田 秀夫 信州大学医学部附属病院
子どものこころ診療部

【子どものこだわり】 自閉スペクトラムにおけ
る「こだわり」　経験則と生活の知恵

こころの科学(0912-
0734)183号
Page38-藤永 康成 信州大学医学部附属病院

放射線部
【画像診断とIVRの最前線】 MRI　肝MRI クリニシアン(0387-

1541)62巻7号
Page680-

新田 憲市 信州大学医学部附属病院
救急集中治療医学講座

人工呼吸療法　呼吸生理の基礎の振り返り 難病と在宅ケア
(1880-9200)21巻6
号 Page43-内田 緑 信州大学医学部附属病院

先端心臓血管病センター
【変革は誰のため?何のため?どう進める?現
場とスタッフに必要な変革を起こす】 師長と
総リーダーが行う"看護回診"の導入で現場

ナースマネジャー
17巻6号 Page7-
13(2015.08)

百瀬 正信, 太田
浩良, 羽山 正義

信州大学医学部附属病院
臨床検査部病理検査室

技術講座　病理 step up編　免疫染色にお
けるメラニン色素脱色法の改良

検査と技術(0301-
2611)43巻11号
Page1128-丸山 貴美子 信州大学医学部附属病院 在宅感染症対策　人工呼吸療法の感染対

策
難病と在宅ケア
(1880-9200)21巻6
号 Page61-

土屋 広行, 新井
亮輔, 清水 佳一
郎, 塩澤 彩香,

信州大学医学部附属病院
薬剤部

院内処方せんへの臨床検査値表記が疑義
照会に与える影響

医療薬学(1346-
342X)41巻4号
Page244-樋口 由美子, 小

屋 照継, 湯沢
美紀, 山岡 直

信州大学医学部附属病院
先端細胞治療センター

WT1ペプチドパルス樹状細胞療法後に検
出されたWT1特異的細胞傷害性T細胞

日本輸血細胞治療
学会誌(1881-
3011)61巻3号

的場 久典, 立石
文子, 小林 実喜
子, 岸本 恭, 太

信州大学医学部附属病院
臨床検査部

食道胃接合部発生の原発性絨毛癌の1例 診断病理(1345-
6431)32巻3号
Page218-根井 きぬ子 信州大学医学部附属病院 【看護管理者の評価と能力開発のためにつ

くられたコンピテンシー・モデルの活用】 信
州大学医学部附属病院　研修プログラムの

看護展望(0385-
549X)40巻11号
Page1086-

橋本 幸始, 神應
太朗, 上條 祐
司, 神應 裕

信州大学医学部附属病院
腎臓内科

内シャント作製による体水分分布の変化に
関する検討

腎と透析(0385-
2156)79巻別冊 ア
クセス2015五味渕 泉, 上條

祐司, 神應 太
朗, 橋本 幸始,

信州大学医学部附属病院
腎臓内科

内シャント設置術を施行した抗リン脂質抗
体症候群合併overlap症候群の1例

腎と透析(0385-
2156)79巻別冊 ア
クセス2015

北澤 真帆, 古島
幸江

信州大学医学部附属病院
手術部

【何を大切に看護していますか?手術看護
におけるナラティブ】 若手看護師のナラ
ティブから看護を支えている『知』を発見す

オペナーシング
(0913-5014)30巻10
号 Page1075-伊藤 喜世子 信州大学医学部附属病院

看護部
【主任目線で看護現場の無駄を排除する!】
本来の業務に専念する!看護補助者活用に
よる業務削減術

看護主任業務25巻
1号 Page12-
19(2015.09)

井出 裕一郎 信州大学医学部附属病院
臨床検査部

【ズバッと読み取る!検査値アセスメント　検
査値の"ここ見て!"9項目】 項目　「全身状
態の経過」を読む検査　血小板数

Expert
Nurse(0911-
0194)31巻12号菅野 光俊 信州大学医学部附属病院

臨床検査部
【ズバッと読み取る!検査値アセスメント　検
査値の"ここ見て!"9項目】 項目　「栄養状
態」を読む検査　アルブミン(albumin、ALB)

Expert
Nurse(0911-
0194)31巻12号

松本 剛 信州大学医学部附属病院
臨床検査部感染制御室

【ズバッと読み取る!検査値アセスメント　検
査値の"ここ見て!"9項目】 項目　「腎臓の
病態」を読む検査　UN(urea nitrogen、尿素

Expert
Nurse(0911-
0194)31巻12号新井 慎平 信州大学医学部附属病院

臨床検査部
【ズバッと読み取る!検査値アセスメント　検
査値の"ここ見て!"9項目】 項目　「細菌感
染症の有無・重症度、敗血症の有無」を読

Expert
Nurse(0911-
0194)31巻12号
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村木 崇, 川 茂
幸

信州大学医学部附属病院
消化器内科

【これだけは知っておきたい検査のポイント
-第9集】　血液生化学検査など　酵素,肝機
能検査 アミラーゼとそのアイソザイム

Medicina(0025-
7699)52巻4号
Page210-石田 文宏 信州大学医学部保健学系

病因・病態検査学，信州大
学医学部附属病院　血液内

NK細胞腫瘍の診断と治療における最近の
進歩

臨床血液 Vol. 56
(2015) No. 6 p.
645-650

浜野 英明 信州大学医学部附属病院
医療情報部

【医療安全-最新ITの有効性を検証する】
活用効果を臨床面から実証する　医療安
全におけるIT活用の取り組み　画像・音声

新医療(0910-
7991)42巻4号
Page109-村木 崇, 川 茂

幸
信州大学医学部附属病院
消化器内科

【これだけは知っておきたい検査のポイント
-第9集】　血液生化学検査など　酵素,肝機
能検査 リパーゼ,エラスターゼI,トリプシン

Medicina(0025-
7699)52巻4号
Page213-

本田 秀夫 信州大学医学部附属病院
子どものこころ診療部

【子どもと若者のための認知行動療法】 認
知行動療法が効いたのか?それとも、その
治療者だから良かったのか?

精神療法(0916-
8710)41巻2号
Page216-福島 和広, 池田

修一
信州大学医学部附属病院
難病診療センター

【脊椎脊髄の冠名徴候・症候群】　冠名症
候群 Parsonage-Turner症候群

脊椎脊髄ジャーナ
ル(0914-4412)28巻
4号 Page422-

塩沢 世志子 信州大学医学部附属病院
手術部

【もう焦らない!困らない!先輩のワザを学ぶ!
新人ナースのための器械出しはじめの一
歩】器械出し編 カウント

オペナーシング
(0913-5014)30巻5
号 Page466-長谷川 陽子, 塩

原 真弓, 中西
美佐穂, 小林 千

信州大学医学部附属病院 二交代制勤務に従事する女性看護師の主
観的睡眠感と蓄積的疲労の関係に関する
調査

日本看護学会論文
集: 看護管理
(1347-8184)45号

塩沢 世志子 信州大学医学部附属病院
手術部

【もう焦らない!困らない!先輩のワザを学ぶ!
新人ナースのための器械出しはじめの一
歩】器械出し編 器具・器械の後片付け

オペナーシング
(0913-5014)30巻5
号 Page471-塩沢 世志子 信州大学医学部附属病院

手術部
【もう焦らない!困らない!先輩のワザを学ぶ!
新人ナースのための器械出しはじめの一
歩】器械出し編 標本の取り扱い

オペナーシング
(0913-5014)30巻5
号 Page469-

宮城 芳江 信州大学医学部附属病院
看護部

【ナースもうれしい患者説明シート付き!呼
吸器ケアの疾患・検査・治療　はや調べ
ブック】 (5章)患者への生活指導　在宅酸素

呼吸器ケア(1347-
7285)2015夏季増
刊 Page184-飯田 英明 信州大学医学部附属病院

集中治療部
【ナースもうれしい患者説明シート付き!呼
吸器ケアの疾患・検査・治療　はや調べ
ブック】 (1章)代表的な呼吸器疾患　急性呼

呼吸器ケア(1347-
7285)2015夏季増
刊 Page35-

井出 裕一郎 信州大学医学部附属病院
臨床検査部

臨床検査のピットフォール キメラ遺伝子検
出のためのFISH法のピットフォール-検査
前に知っておきたいこと

検査と技術(0301-
2611)43巻7号
Page614-松田 和之 信州大学医学部附属病院

臨床検査部遺伝子・染色体
検査室

技術講座　血液・遺伝子・染色体　シリーズ
造血器腫瘍の診療を支える　遺伝子・染色
体検査 白血病・リンパ腫の診断に利用され

検査と技術(0301-
2611)43巻7号
Page594-

中村 昭則 信州大学医学部附属病院
難病診療センター

【骨格筋症候群(第2版)-その他の神経筋疾
患を含めて-】[上] 筋ジストロフィーおよび
膜イオンチャネル異常症　X連鎖性筋ジスト

日本臨床(0047-
1852)別冊骨格筋
症候群(上)中村 昭則 信州大学医学部附属病院

難病診療センター
【骨格筋症候群(第2版)-その他の神経筋疾
患を含めて-】[上] 筋ジストロフィーおよび
膜イオンチャネル異常症　X連鎖性筋ジスト

日本臨床(0047-
1852)別冊骨格筋
症候群(上)

新井 慎平, 菅野
光俊, 本田 孝
行, 亀子 文子,

信州大学医学部附属病院
臨床検査部

胆管癌および深部静脈血栓症を伴う続発
性クリオフィブリノゲン血症の解析

臨床病理(0047-
1860)63巻4号
Page421-加藤 勇太 信州大学医学部附属病院

臨床栄養部
現場に生かす「日本人の食事摂取基準
(2015年版)」(第3回)　本質を理解する

日本栄養士会雑誌
(2187-4476)58巻6
号 Page421-

加藤 勇太 信州大学医学部附属病院
臨床栄養部

現場に生かす「日本人の食事摂取基準
(2015年版)」(第4回)　アセスメント

日本栄養士会雑誌
(2187-4476)58巻7
号 Page501-関口 健二 信州大学医学部附属病院

総合診療科
症例から学ぶ地域医療教育の肝　医学的
視点から生活機能的視点へ

ジェネラリスト教育コ
ンソーシアム7巻
Page73-

　当該医療機関に所属する医師等が申請の前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評
価に資するものと判断される主なものを記入すること。

　「発表者の所属」については、論文に記載されている所属先をすべて記載すること。

　「雑誌名」欄には、「雑誌名」「巻数・号数」「該当ページ」「出版年」について記載すること。



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

①「臨床研究に関する標準業務手順書」・・「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」

に基づいて、国立大学法人信州大学医学部・附属病院における研究者が主導して行う人を 

対象とする医学系研究の実施に必要な手続きと運営に関する手順を定めている。 

②「倫理審査申請の手順」・・倫理審査申請から承認、研究の実施までの流れを定めている。 

 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年12回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

    

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための

委員会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

国立大学法人信州大学臨床研究に係る利益相反マネジメント規定 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための

委員会の開催状況 

年数回（適宜） 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年1～2回 

 ・研修の主な内容 

倫理委員に対する講習会の開催、研究者に対する教育倫理に関する講習会の開催、 

  CITI Japanのe－learning受講による教育研修（研究者・倫理委員は受講修了が必須） 

 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

内科学（１）（呼吸器・感染症内科）大学院・専門医コース，呼吸器専門医・感染症専門医コー

ス，消化器（肝・胆膵・消化管）専門医コース，血液内科専門医コース，腎臓・透析専門医コー

ス，神経内科専門医コース，リウマチ・膠原病内科専門医コース，脳神経内科大学院コース，リ

ウマチ・膠原病内科大学院コース，大学院・研究コース，臨床コース，一般循環器内科コース，

循環器内科サブスペシャリティ取得コース，大学院・研究コース，一般精神医学コース，大学院

・研究コース，精神科サブスペシャリティ取得コース，小児科専門医コース，一般皮膚科コース

，大学院・研究コース，皮膚科サブスペシャリティ取得コース，放射線科専門医コース，放射線

診断専門医コース，放射線治療専門医コース，外科コース，一般整形外科コース，大学院・研究

コース，整形外科サブスペシャリティ取得コース，脳神経外科専門医コース，泌尿器科コース，

眼科専門医コース，一般産婦人科医学コース，研究コース，産婦人科サブスペシャリティ取得コ

ース，麻酔科専門医コースその１（卒後臨床研修２年終了後、大学院・学位取得），麻酔科専門

医コースその２（卒後臨床研修２年終了後、大学院・関連病院間連携），形成外科専門医コース

，一般救急・集中治療医コース，大学院・研究コース，病理・検査専門医コース，臨床遺伝専門

医コース，精神科サブスペシャリティ取得コース，がんプロ養成基盤推進プラン（大学院・専門

医コース），腫瘍内科・放射線治療専門医コース，がん治療短期研修コース 

 

2 研修の実績 

  研 修 医 の 人 数          76 人 

（注）前年度の研修医の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

花岡 正幸 呼吸器・感染症

・アレルギー内

科 

教授 ２６ 年  

田中 榮司 消化器内科 教授  ３７ 年  

中澤 英之 血液内科 助教  １３ 年  

上條 祐司 腎臓内科 診療教授 ２１ 年  

池田 修一 脳神経内科 教授 ３７ 年  

駒津 光久 糖尿病・内分泌

代謝内科 

教授  ２９ 年  

池田 宇一 循環器内科 教授  ３７ 年  

鷲塚 伸介 精神科 教授  ２１ 年  

小池 健一 小児科 教授  ４０ 年  

奥山 隆平 皮膚科 教授  ２６ 年  

角谷 眞澄 放射線科 教授  ３８ 年  

宮川 眞一 消化器外科 

移植外科 

小児外科 

教授  ３３ 年  

岡田 健次 呼吸器外科 教授 ２７ 年  

伊藤 研一 乳腺・内分泌外

科 

教授  ２７ 年  

加藤 博之 整形外科 教授  ３６ 年  

本郷 一博 脳神経外科 教授 ３７ 年  



石塚 修 泌尿器科 教授  ３１ 年  

村田 敏規 眼科 教授  ２９ 年  

宇佐美 真一 耳鼻いんこう科 教授  ３４ 年  

塩沢 丹里 産科婦人科 教授  ２９ 年  

川眞田 樹人 麻酔科蘇生科 教授 ２９ 年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

①  医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容： 緩和ケアセミナー 

 ・研修の期間： 平成27年9月12日（土）～13日（日） 

・実施回数： 1回 

 ・研修の参加人数： 総数55名 内、医師・歯科医師以外の医療従事者数 4名 

 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

 

②  他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容： がんのリハビリテーション研修会 

 ・研修の期間： 平成27年11月14日（土）～15日（日） 

・実施回数： 1回 

 ・研修の参加人数： 70名  

 

(注) 1 高度の医療に関する研修について記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的

な医療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務

する医療従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 

 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 病院長 本郷 一博 

  管理担当者氏名 副病院長（事務担当）中島 一浩 
総務課長 丸田 由男 経営管理課長 内川 俊行 
医事課長 花立 久雄 医療支援課長 藪原 公徳 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ

る
事
項 

病院日誌 総務課 電子化されている諸記
録は、電子カルテシステ
ムおよび部門システム
内で管理している。 
紙媒体の諸記録は、診療
録管理室が管理する記
録保管庫で管理してい
る。 
また診療録の本院外へ
の持ち出しについては、
「信州大学医学部附属
病院診療録管理要項」に
より禁止している。 
 

各科診療日誌 診療録管理室 
処方せん 
手術記録 
看護記録 
検査所見記録 
エックス線写真 
紹介状 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第

三
項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 総務課  
高度の医療の提供の実績 医事課 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

経営管理課 

高度の医療の研修の実績 医学部 
閲覧実績 総務課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医事課 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医事課 
薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第

一
項
に
掲
げ
る
事
項 

医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医事課 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医事課 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医療安全管理室 
 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

医療安全管理室 
 
 

 



 
 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

感染制御室 
 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

感染制御室 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

感染制御室 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

感染制御室 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

薬剤部 
 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 
 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 
 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 
 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

経営管理課 
 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

経営管理課 
 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

経営管理課 
 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

経営管理課 
 
 
 



 
 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
三
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

医事課  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

医事課 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

医事課 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

医療支援課 

医療安全管理部門の設置状況 医事課 
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

※経過措置の適用 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

※経過措置の適用 

監査委員会の設置状況 ※経過措置の適用 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療安全管理室 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

※経過措置の適用 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医療支援課 
 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

大学法人本部 

職員研修の実施状況 ※経過措置の適用 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

※経過措置の適用 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



(様式第 6) 

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類 

 

○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法 

     計画・現状の別  １．計画      ２．現状  

 閲 覧 責 任 者 氏 名              病院長 本郷 一博 

 閲 覧 担 当 者 氏 名              副病院長（事務担当） 中島 一浩 

総務課長 丸田 由男 

経営管理課長 内川 俊行 

医事課長 花立 久雄 

医療支援課長 藪原 公徳 

 閲覧の求めに応じる場所              総務課 

 閲覧の手続の概要 
 閲覧希望者より申請が有った際には、総務課にて記録を閲覧させている。 

 

(注)既に医療法施行規則第 9条の 20 第 5 号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院

は現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当

する番号に〇印を付けること。 

 

 

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績 

   前 年 度 の 総 閲 覧 件 数    延    ０    件 
  閲 覧 者 別   医        師    延    ０    件 

  歯  科  医  師    延    ０    件 
      国    延    ０    件 
  地 方 公 共 団 体    延    ０    件 

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。 

 



（様式第 6） 

 
規則第１条の11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有 

 
 ・ 指針の主な内容： 

医療安全管理に関する基本的な考え方 
医療安全管理のため組織に関する基本的事項 
医療安全管理のための職員に対する研修に関する基本方針 
医療安全管理の確保を目的とした改善のための方策に関する基本方針 
医療事故発生時の対応に関する基本方針 
医療従事者と患者との間の情報の共有に関する基本方針 
患者からの相談への対応に関する基本方針 
その他医療安全の推進のために必要な基本方針 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 

・ 設置の有無（ 有 ） 
・ 開催状況：年１２回 
・ 活動の主な内容： 

医療事故の防止対策の検討及び推進、並びに再発防止策の提言 
医療事故防止のための教育及び研修に関する事項 
死亡例及びインシデント事例の報告状況の確認及び指導 
医療事故防止マニュアルの改訂 
各委員会などへの指導と連携（輸血療法委員会、病院情報システム委
員会、医療用電子機器管理センター会議、医薬品情報管理室との連絡
会議、など） 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年１３回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
    医療安全の基本的知識と院内マニュアル周知 

医療安全の基本的考え方と具体的対策 
超音波ガイド下中心静脈穿刺の講義と実技 
AEDを用いた一次救命処置（BLS）の講義と実技 
院内急変時シミュレーション 
院内自殺の防止について 
薬剤管理 麻薬の取り扱い・抗がん剤について 
転倒・転落防止のためにできること 
医療現場における苦情の発生と対応について 
事例検討会（ＲＣＡ分析・Ｍ＆Ｍカンファレンス手法） 
講演会「医療現場における患者の権利擁護について」 
ＤＶＤ研修 
情報人的セキュリティーとシステム運用 

 

 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

医療安全管理室ニュースによる注意喚起と周知徹底及びWEBでの周知 
転倒・転落 無断離院のポスターを作成し院内周知。 
院内の関連会議での自院及び他病院の事例の紹介（情報共有）による
注意喚起 
各部署の医療安全に係わる改善・対策プランを部署医療安全管理者会
議で周知徹底する 
医薬品情報管理室や医療用電子機器管理センターとの連携による安
全管理の徹底 
インシデント報告の中の重要事例について院内ラウンド・現状を調査
し部署を巻き込み、マニュアルやルールを作成する（患者誤認ポスタ

 



ー作成・術前マーキングマニュアルの修正及び周知・分食札の作成・
重症事例におけるＭ＆Ｍカンファレンスの開催） 
院内ラウンドによる安全管理状況の確認及び指導 
など 



（様式第 6） 
 
規則第１条の 11 第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有 

 
  ・ 指針の主な内容： 

医療関連感染対策に関する基本的な考え方 
感染制御室運営委員会の設置 
医療関連感染対策に関する職員研修 
医療関連感染発生時の対応 
医療関連感染対策ガイドライン 
患者等に対する当該指針の閲覧および情報提供と説明に関する基本方針 

 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年１２回 

 
  ・ 活動の主な内容： 

抗菌薬使用動向 
JANIS検査部門還元情報報告 
医療関連感染に関する啓発および職員研修の企画 
感染制御室内規、医療関連感染ガイドライン等の改訂について 
アウトブレイク事象についての対応、職員への周知 
職業感染対策（血液・体液曝露、結核接触者健診、ワクチン接種プログラム 等）について 
医療関連感染サーベイランスについて 
院内ラウンド報告、改善活動 
その他感染管理に関する事項の検討、決定 

 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年１５回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

医療関連感染対策に関するオリエンテーション：新規採用者・中途採用者・復帰者 
手指衛生トレーニング：新入職看護師 
感染症対策、環境整備、空気感染対策（Ｎ９５マスクフィットテスト）、冬期の感染症予防
（インフルエンザ・ノロウイルス）：全職員 
外部講師を招いた講演会「海外渡航前に知っておきたい感染症予防の考え方」：全職員 
結核の診断、抗菌薬の使い方、敗血症、針刺し損傷とその対応、Ｃ型肝炎治療、かぜの考え
方：研修医 
その他、リンクスタッフ・外部委託職員対象の研修会 

 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

医療関連感染サーベイランスの実施とフィードバック 
アウトブレイク対応 
ICTラウンドおよび環境ラウンドの実施：コンサルテーション、フィードバック、改善報告
の確認 
職員の血液・体液曝露サーベイランスの実施、情報提供 
患者又は家族へ感染に関わる情報を提供、共有し、理解を得た上で協力を求める 

 
 
 
 
 
 



（様式第 6） 
 
規則第１条の11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年２回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
医療安全職員研修（薬剤管理）「これだけは知っておきたい！医薬品安全管理のための基本事項」9
月8日、9月30日の2回の研修を実施した。（平成27年度） 
医療安全職員研修（薬剤管理）「ハイリスク薬について・麻薬の取り扱いについて」9月13日、9月2
8日の2回の研修を実施した（平成28年度） 
 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有 ） 
 ・ 業務の主な内容： 

医薬品の採用・購入手順に基づいた薬事委員会の開催および適正購入の実施 
  医薬品管理手順に基づいた医薬品の購入および麻薬、向精神薬、毒薬、劇薬、特定生物由来製
  品等の適正管理の実施 
  患者に対する安全な医薬品供給のための調剤、交付、過誤防止、薬剤管理指導等の実施 

医薬品情報の収集および提供の実施   
保険調剤薬局との連携                    等 

 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

医薬品安全管理に係る内容の見直しおよび医薬品安全管理のための業務手順書の改訂と院内
への周知徹底 
医薬品の安全管理に係る必要研修内容の調査・検討と実施 
医薬品の安全使用のための情報提供方法の工夫 
（メールによる全職員への配信、電子カルテ初期画面への掲示、院内向け薬剤部ホームページ
への掲示、各診療科・病棟への書面により通知している。添付文書内容は、添付文書データ
ベースを月に1回更新し、最新の情報を診療端末にて閲覧可能としている。「医薬品医療機
器等安全性情報」については、簡易版を作成し、医療安全管理室ニュースと合わせて配布及
び回覧をしている。また、部署医療安全管理者会議にて冊子を案内・配布している。） 

医薬品情報管理室担当者と医療安全管理室担当者による、定期的（月1回）な連絡会議開催 
（院内で発生した医薬品に係るインシデントや院内外より入手した医薬品の安全性情報・適正
使用情報について情報交換をし、院内での対応策等について協議し適切な措置を講じる） 

      院内での医薬品副作用報告体制の整備 
   （電子カルテシステムから副作用報告を可能とし、報告体制の整備、周知をおこなった。） 
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規則第１条の11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年37回 

 
 ・ 研修の主な内容： 

新規機器の導入時の研修 
    特定機能病院に係る医療機器（人工呼吸器、人工心肺および補助装置、血液浄化装置、除細

動器、閉鎖式保育器、放射線治療装置）の研修 
    AED等必要な機器の研修 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有 ） 
 ・ 保守点検の主な内容： 

年１回を基本とした定期点検 
    消耗品・定期部品交換、動作確認、漏電チェック等 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

Webサイトへの掲載 
    部署リスクマネージャー会議での連絡 
    研修会でのアンケート結果による研修内容の見直し 
    納入業者へ納入医療機器の情報提供の依頼 
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規則第９条の 23 第１項第１号から第 15 号に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有 

 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者の統括状況 
  医療安全管理責任者は副病院長（危機管理担当）が担っており、同時に医療安全管理部門の責任

者及び医療安全管理委員長となっている。 
  また、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者は、医療安全管理委員会の構成員とな

っている 
 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
  有（２名） 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

手順書に基づく業務の実施状況の確認として、病棟ラウンド、病棟薬剤師と看護師による点検を行い、

不十分な点は改善し、改善の確認を行っている。また、月 1回の医薬品情報管理室と医療安全管理室

による連絡会議では、院内で発生した医薬品に係るインシデントや院内外より入手した医薬品の安全

性情報・適正使用情報について情報交換をし、院内での対応策等について協議し適切な措置を講じて

いる 

薬事委員会において、副作用症例報告、医薬品医療機器等安全性情報の周知を行っている 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

把握方法を手順書に定め、使用状況と適正使用の状況について薬剤部主任会議等で報告を受けている 

 

・担当者の指名の有無（有） 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する

規程の作成の有無  （ 有 ） 

・規程の主な内容： 

  インフォームド・コンセントを取得すべき範囲、実施時の説明内容その他の留意事項、診療録へ

の記載内容、説明の対象者及び同席者、緊急時のインフォームド・コンセントの手順等 

   

 

 



⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況  有 

・活動の主な内容： 

電子化前の診療録の閲覧・貸出、診療録の点検、紙媒体記録のスキャナ読み取り、疾病分類および

統計等 

 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有 

・所属職員：専従（３）名、専任（２）名、兼任（７）名  

※専任事務職員 1名、兼任事務職員 1名を含む 

 うち医師：専従（１）名、専任（０）名、兼任（５）名 

 うち薬剤師：専従（０）名、専任（１）名、兼任（０）名 

 うち看護師：専従（２）名、専任（０）名、兼任（１）名 

  

・活動の主な内容： 

インシデントレポート及び関係者からの事実確認に基づく医療事故等の判定 

医療事故発生時における記録等の確認及び指導並びに患者家族への対応状況の確認及び指導 

医療安全相談室からの医療事故の相談内容に関する事項 

医療の安全管理を推進するための啓発活動に関すること 

医療安全管理委員会で用いられる資料及び議事録の作成及び改善策の提案に関すること 

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

※経過措置の適用により、様式８「医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画について」

を参照 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・規程の主な内容： 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

 

 



⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

※経過措置の適用により、様式８「医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画について」

を参照 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療

技術の提供の適否を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・規程の主な内容： 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 監査委員会の設置状況 

※経過措置の適用により、様式８「医療に係る安全管理のための体制整備に

関する計画について」を参照 

有・無 

・監査委員会の開催状況：年  回 

・活動の主な内容： 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

    有・無  

    有・無  

    有・無  

    有・無  

    有・無  

    有・無  

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 



 

⑩ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年１２１件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったも

のとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及

び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年６８件 

・医療安全管理委員会の活動の主な内容 

  医療安全管理部門に報告された事象の確認 

適切に報告されているかの確認及び報告が不十分な場合の指導 

⑪ 他の特定機能病院の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

※経過措置の適用により、様式８「医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画について」

を参照 

・他の特定機能病院への立入り（ 有（病院名：       ）・無） 

・他の特定機能病院からの立入り受入れ（ 有（病院名：       ）・無） 

・技術的助言の実施状況 

⑫ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

・（設置状況等）  

窓口の名称 医療安全相談室 （「医療安全相談室」を窓口に明記） 

相談日及び相談時間帯 平日８：３０～１７：１５（相談依頼者の意向を考慮） 

責任者の氏名及び職種 本郷一博：病院長 

対応職員の氏名、部署及び職種 村井孝至：医事課長補佐 大木晃：医療支援課主査 

      高山由美：医療支援課主査 山田なおみ：医療支援課係員 

 進士君枝：特任研究員 

   規約の整備状況   有    、平成２６年１２月 ４日 改正 

・（活動状況等） 

    ・患者等への明示方法 

    各診療科外来、各病棟及び部門等の掲示板で明示 

    「外来診療案内」及び入院案内「入院のしおり」にて紹介 

 

    ・相談により患者等が不利益を受けないよう適切な配慮の具体的方策 

    医療安全相談室（個室）で相談 



    対応者は客観的・中立的な立場を遵守 

    相談後の対応は患者等の意向を尊重 

 

    ・電話、投書箱、インターネット相談の実施など相談窓口以外の相談の受付方法 

    ※電話相談の有無、患者からの意見等の投書箱の設置の有無及び設置場所並びにカ所数、 

インターネットでの相談の有無を記入のこと。 

    電話相談 有 

    投書箱 設置場所：外来ホール１階、病棟１階から８階、精神科病棟内 計 10カ所 

    インターネット相談 無 

 

    ・解決策及び院内での対応方法 

    相談事例は病院長へ報告 

    必要に応じて医療安全管理室会議に報告・審議 

    関係部署と協議、必要に応じて患者等へ報告 

 

  ・患者等へのセカンドオピニオン選択肢の推進（ 有 ）及び受入（ 有 ） 

⑬ 医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等の情報提供を受け付けるための窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有 ） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関しする必要な定めの有無（ 有 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有 ） 

⑭ 職員研修の実施状況  

※経過措置の適用により、様式８「医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画について」

を参照 

・研修の実施状況 

⑮ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況  

※経過措置の適用により、様式８「医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画について」

を参照 

・研修の実施状況 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

1  病院の機能に関する第三者による評価 

① 病院の機能に関する第三者による評価の有無 有・無 

 ・評価を行った機関名、評価を受けた時期 

日本医療機能評価機構 平成26年2月審査 平成26年5月評価の認定（更新） 

(注)医療機能に関する第三者による評価については、日本医療機能評価機構等による評価があるこ

と。 

 

 

2  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

  病院や各診療部署にホームページを公開し、様々な情報を発信している。 

  地域住民などを対象とする市民公開講座や研修会を毎年開催している。 

大学医学部に設置された地域保健推進センターと連携して、地域住民を対象とした研修や、

啓発活動を行っている。 

 

 

3  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

信州がんセンターは、化学療法、放射線治療および緩和医療の専門医を終結し、集学的かつ

臓器横断的にがん診療をおこなっている。また信州がんセンターが中心となって、月に１回

がん診療に携わる各診療科医師や医療スタッフが参集しキャンサーボードを実施している。 

先端心臓血管病センターおよび呼吸器センターは、それぞれ内科、外科が連携して先端医療

を提供している。 

胸痛センターは、高度救命救急センターと心臓血管外科が連携して循環器救急医療を提供し

ている。 

 



 
 

(様式第 8) 

                                                          信大病総第６１３７号 

平成２８年 ９月 ８日  

 

  厚生労働大臣        殿 

  国立大学法人信州大学     

開設者名    学長 濱 田 州 博 (印) 

 

医療に係る安全管理のための体制整備に関する計画について 

 

 標記について、次のとおり提出します。 

 

記 

 
1. 医療安全管理責任者を配置するための予定措置 
平成 28 年 8 月 4 日付けで整備済み 

 危機管理を担当する副病院長を医療安全管理責任者として配置した。 
 
 
 
 
2. 医薬品安全管理責任者の活動を充実するための予定措置 
 医薬品業務手順書の見直しを行い，平成 28 年 9 月までに体制を整える。 
 
 
 
 
 
3. 医療を受ける者に対する説明に関する責任者を配置するための予定措置 
平成 28 年 8 月 4 日付けで整備済み 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

4. 説明の実施に必要な方法に関する規程を作成するための予定措置 
平成 28 年 8 月 4 日付けで整備済み 

 
 
 
 
 
5. 診療録等の管理に関する責任者を配置するための予定措置 
平成 28 年 9 月 8 日付けで整備済み 

 
 
 
 
 
6. 規則第９条の23第１項第10号に規定する医療に係る安全管理に資する措置を実施する

ための予定措置 

平成 28 年 7 月 7 日付けで整備済み 
 
 
 
 
 
7. 医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合等の情報提供を受け付けるための窓口

を設置するための予定措置 
当該窓口は，既存の大学法人本部の内部通報窓口とし，窓口及びその使用方法について

平成 28 年 9 月中に全職員へ周知する。 
 
 
 
 
  



 
 

8. 医療安全管理部門による医療に係る安全の確保に資する診療の状況の把握及び従業者

の医療の安全に関する意識の向上の状況の確認実施のための予定措置 
・医療に係る安全の確保に資する診療の状況の把握に関して，具体的な手順等を検討中で

あり，平成 29 年 3 月までに整備予定である。 
・従業者の医療の安全に関する意識の向上の状況の確認に関しては，既に職員の医療安全

研修受講状況についてのモニタリングを平時から行っている。 
 

 
9. 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門を設置するための予定措置 
現在検討中であり，従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療技術の提供の適否等を

決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の整備と併せて平成 29年 3月までに設置予

定である。 
 
 
 
10. 高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難

度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程を作

成するための予定措置 
10 月以降に関係学会から示される「高難度新規医療技術の導入に当たっての基本的な考

え方」等を参考にし，平成 29 年 3 月までに規程を整備する予定である。 
 
 
 
11. 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門を設置するための

予定措置 
現在検討中であり，平成 29 年 1 月を目途に当該部門を設置予定である。 

 
 
 
 
  



 
 

12. 未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承

認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を

定めた規程を作成するための予定措置 
 現在検討中であり，平成 29 年 1 月を目途に部門の設置と併せて規程を整備する予定であ

る。 
 
 
 
 
13. 監査委員会を設置するための予定措置 
 現在検討中であり，平成 29 年 1 月を目途に監査委員会を設置予定である。 
 
 
 
 
 
14. 他の特定機能病院の管理者との連携による立入り及び技術的助言を遂行するための予

定措置 
今後、厚生労働省から示されると説明があった立入り及び受入れの方法、内容を参考に

来年度から行う予定である。 
 
 
 
15. 職員研修を実施するための予定措置 
・医療法施行規則第九条の二十三第 1 項第二号，第六号及び第十号については実施済み。 
・その他の各号については，具体的な方法について検討中である。 
・監査委員会からの意見の表明があった場合における当該意見に関する事項についての研

修に関しては，監査委員会の設置にあわせて具体的な手順を検討する。 
・e-learning の活用については，具体的な方法について検討中である。 
以上について，平成 29 年 3 月までに整備予定である。 

 
  



 
 

16. 管理職員研修（医療に係る安全管理のための研修、管理者、医療安全管理責任者、医薬

品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者向け）を実施するための予定措置 
国立大学附属病院長会議が実施を予定している研修に，来年度から参加させる予定であ

る。 
 
 
 
 
17. 医療安全管理部門の人員体制 
・所属職員：専従（３）名、専任（１）名、兼任（７）名 
 うち医師：専従（１）名、専任（０）名、兼任（５）名 
 うち薬剤師：専従（０）名、専任（１）名、兼任（０）名 
 うち看護師：専従（２）名、専任（０）名、兼任（１）名 
 
※ 兼任７名には事務１名を含む 
 
 
18. 医療安全管理部門の専従職員を配置するための予定措置 

専従の医師及び看護師については既に配置済みであるが，専従の薬剤師については未配

置であり，現在検討中である。平成 30 年 3 月までには配置予定。 
 
 
 


